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画学校出仕について

松尾 芳樹

京都府画学校は､明治 13年に､京都御苑内に開校した｡その画学校の設置を､明治 11年に

京都府知事槙村正直に初めて提言したのが､田能村直入である｡彼は､開校資金を集めるため

に奔走し､画学校出仕の制度設計に関わるなど､学校開設に大きな貢献をした｡明治21年ま

でに､画家 109名が画学校出仕に任命され､彼等は展覧会などの学校事業に参加した｡画学校

の教員は､彼らの中から選出されており､京都の画家たちは､出仕の誕生を契機として､組織

的連携を意識した｡京都府側は､開校当初から､工芸家教育のための工業科の設置を望み､京

都の工商家を用掛に任命して､協力体制を作ったが､直人をはじめ多くの画家は､工芸家への

教育に消極的であった｡
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1.はじめに

東京契都により､すっかり梯子の変わった御苑内に､仮校舎を以て京都府画学校が産声を上

げたのは､明治13年 (1880)7月のことである｡この学校を源流とする京都市立絵画専門学校

は､京都市立芸術大学となった今もなお､京都の美術教育に関わり続けている｡

京都府画学校の開設は､いわゆる京都策の一環として､理解さゴ1ることが多い｡しかし､開

校当初の現実を見れば､経済と文化の凋落に焦りを募らせる産業界と美術界の思いばかりが先

行する､見通しの利かない事業であった｡明治11年 (1878)8月に任用巨村直入が､翌9月に幸

野楳嶺､望月玉泉らが京都府知事様相正直に､画学校の開設を建議した(1)｡両者に共通するのは､

絵画の有用を喧伝し､その組織的教育の必要を説く趣旨である｡人口が激減した京都を活性化

するために､産業文化の興隆は最も重要な課題だった｡近世的体質を依然として持ち続けてい

た画家たちも､手を披いているわけにはいかなかったのである｡

絵画諸流派を一つの施設内で教授しようという京都府画学校は､当時としては画期的な美術

教育の構想だったが､開校に至るまでの惨傭たる有様は､まさに産みの苦しみを呈した｡とこ

ろが､ようやくにして起立した学校にしても､また育ての苦しみが待っていた｡設置者の切迫

した思いは､なかなか教育の現場に届かず､期待通りの成果をあげることはできなかったので

ある(2)0

京都府画学校は､公的絵画教育機関として､歴史的な存在でありながら､実はこれまで､あ

まり研究が進んでいない｡その理由の第-は､当時に遡る資料の少なさにあるのだが､学校開

設を初めて建議し､摂理として黄初の学校代表者となった田能村直入と画学校との関わりにつ

いてさえ考察されていない現状は､研究の視点すら欠如していたというべきだろう｡限られた

資料から手掛かりを求めなければ､模糊たる状況は打開されることはない｡その手始めとして､

本稿では､田能村直入の学校開設事業への関与と､その過程で生まれた画学校出仕の制度につ

いて考察したい｡

2.田能村直入と画学校

明治12年 (1879)11月29日に京都府知事が､寺島宗則文部卿宛に提出した学校創立届書

の写しがある(･'"｡短いが画学校の当初の設計構想がよくわかる｡

学第百四十重髄

室学校創立御届

昨年来,府下在籍遊二寄留ノ重工諸職人等.固輩之美術ノーニシテ且ツ諸工業諸製作之基

礎タル賓二人生必要ノ物ナルヲ以テ.益其技ヲ講習シ流弊ヲ除キ精巧ヲ極メ大二初学之士

ヲ教育致度旨二両.毒学校創立之儀建議.夫々金品ヲ醒シ寄付願出候二付.右願意ヲ採用シ.

今般於府下校舎ヲ建設シ董学校 卜名ケ.課業ハ東西南北四宗ニ (南宗北宗ハ旧来ノ称呼二

順ヒ.土佐流狩野風等皇国持前ノ葦ヲ乗宗 トシ.罫量水董油壷等ヲ西宗 卜入 )大別シ.

学徒ヲ寄宿通学ノ二生 トシ管ノ内外ヲ揮バズ.教員者府下該業一般ノ公撰ヲ用ヒ.校長幹

事等ノ職員ヲ置キ.費用ハ総テ有志寄附金ヲ以テ支排シ.且永久維持之方法ヲ立候梯可致.
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就而ハ其教則校則違二方法等ハ尚遂詮議追而可伺出候へ共.先以右董学校創立之俵御届仕

置候也.

明治十二年十一月廿九日 京都府知事槙村正直

文部卿寺島宗則殿 ･≡:読点筆者｡括弧内は原文割注｡

まず､学校の開設は民意を反映するものとし､その建設や運営経製は総て民間からの寄付に

よるものとしている｡半公半民ならぬ､民設公営とでもいうべき学校である｡そして､流派を

基準にした匹卜宗に教室を分割すること､生徒は府下の者に限らず広く求め､通学生､寄宿生を

認めること､教員は府下から公選すること｡校長と幹事を置くことなど､学校の骨格について

言及している｡

この画学校の基本構想の策定経過がどのようなものであったか､明らかにするような記録は

見つかっていない｡そこでまず､『京都市立美術工芸学校沿革略』(4)にしたがって､開校直前

までの事実の流れを確認しておこう｡

明治 11年 (1878)

｢明治十一年八月十五日南宗画家田能村小棒書を時の京都府知事槙村正直に呈し画学校設

立の事を陳す｣

｢翌九月都下在住の画家草野楳嶺望月玉泉の両人久保田米倦巨勢′ト石と謀り亦画学校設立

の事を府知事に建議す｣

明治12年 (1879)

｢明治十二年一月二十一日府第二十五号を以て画学校設立の趣を管内に告諭｣

｢同年十一月二十九日画学校創立を文部省に届出づ｣

｢同年十二月二十二日楳村知事勧業場 (河原町二条商人)に上下京両区内の画に関する工

商九十三名を招集し画学校の創業を賛成し建築費を助けむと欲する者は広く同工同商を組

合し多少を問わず一時納或は年俄納に論なく有志寄附致すべく尤願書は勧業場に持参すべ

き旨諭示せらる｣

明治11年 8月に田能村直入が､同年9月に幸野楳嶺 ･望月玉泉らが､相次いで枝村京都府

知事に提出した画学校開設の建議は､府側で検討されたのち､翌 12年1月21日に､槙村が行

った画学校創立の管内告諭 15)によって実施の運びとなった｡ただ､この告諭を見れば､絵画の

有益性と寄付の勧奨を説くばかりで､具体性を持たない内容であり､いまだ事業として状況は

混沌としていたことがわかる｡ここから文部省へ届出までの十箇月の間に具体的な学校構想が

検討されたと考えられる｡

直入が建議書を著したのは､播州曽根 (現高砂市)に寄留中であった｡これを枝村に送ると

間もなく､三備経由で出雲に至る遊歴に出ている｡この遊歴は､一見悠々としたもので､帰洛

するのは､翌明治 12年の暮頃のことだった｡これまで､画学校と直入のつながりについて､
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あまり意識されることがないのも､画学校開設の建議をするや 1年半近くも京都を離れている

直入の行動への不審があるためであろう｡

それに､直入はもともと京都の画家というわけではない｡豊後竹田に生まれ､師田能村竹田

の没後大坂に移った直入が､入洛したのは明治元年である｡京都の画家を代表する立場として

は違和感を覚える者がいて不思議はない｡あまり目立った活動をしていたわけではないのだが､

明治初期の画家番付を見ても､京都における画家の筆頭格に位置づけられることが多く '̀uL 勢

いを失った伝統的門流の衰退を背景に､京都の画家にとって一目置かjtる存在であったのは間

違いない｡直入は､大坂では大塩平八郎の洗心洞塾で学んだこともあって､画家の教養という

範噂からいえば､学問にも筋金が入っていた｡当時勢いのあった文人画の世界においても､彼

は十分な存在感を示したと考えられる｡直入の建議は､京都の画家たちにとって､無視できる

出来事ではなかった｡

直入は建議書の中に､四方に遊歴し､自身の揮竃と有志の寄付による資金集めを行う必要性

を記しており､少なくとも彼の中で､出雲-の遊歴が､画学校開校の資金集めとしての意味を

持っていたことは間違いない｡後述するが､直入にはこの時すでに､具体的な学校開設に向け

ての計画があったと思われ､まず自らが定めた分担の実行から､着手したと考えられる｡建議

を行う者の責務として､他への働きかけをする前に､自らが範を示すことの必要を感じていた

のであろう｡

直入が､出雲に向かう目的地としたのは､製鉄業で財をなした田郡衣 (現島根県雲南市)で

あった｡実際には田郡家同株に製鉄業で財をなす桜井家 (現島根県奥出雲11け)に逗留して､田

部家から違約の苦情を受ける有様だったが､この遊歴により､桜井家をはじめとする出雲の資

産家6人から､画学校開設のための寄付を約束させたの｡このことは､明治12年 12月29日

付けで桟村が境二郎島根県令にあてた書簡(Lq'の内容からわかる｡しかも寄附金の徴収を境県令

に依頼しているから､ここに同じ長州出身の様相と境の人脈が利用されたことが考えられる｡

したがって､直入の寄附金集めに横村が関与したのは間違いなく､遊歴中の直入と桟村の間で､

意見の交換があったことがうかがわれる｡

この間の事情を物語る資料として､明治 12年 1月に直入が遊歴中の松江から､京都の芝凹

竹屋にあてた書簡についての記録がある(M｡この書簡に記された､画学校の建築運営資金の調

達構想は､かなり具体的なもので､直入の経営感覚がうかがえるので紹介してみよう｡

直入は､学校の校舎建設のために基金を作り､その運用利益を充てようとした｡その内容は

次のようなものであるOまず､国から5000円の下賜金を受け､10年の猶予期間を置いて50/0

の利息を20年間支払うとしている｡すなわち実質､国からの30年返済の無利子融資を受け､

その運用益を建築の原資にしようとした｡これに画家からの寄附､役人からの寄附､諸匡摘■志

からの寄附､直入自身の寄附､書画商をはじめとする絵画関係の商工からの寄附それぞれ1000

円ずつ､合計5000円の寄附を集め､下賜金とともに公債を買うなどして運用を図る｡最初の4

年間は仮校舎を使用 してそのまま利子を蓄え､年利30%程度の想定により､利子の蓄えを

12000円程度までふくらませた後､9000円程度を建築費にあてるとしている｡資本金そのもの

を維持したまま､基金そのものが増資されるように配慮 しており､財団運営を考えていたこと
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になる｡もちろん､あまりに高すぎる金利は非現実的であり､資本の取り崩しは避けられない

ことは明白だが (10㌧ 寄付の方法と目標金額を想定している点､継続性のある独自運営の意志を

示している点は､聞き手の興味を誘ったに違いない｡敷地については調達済みと考えているの

で､この部分は府側が調達の意志を早くから示していたと思われる｡

また､学校の運営資金には当面､基金の利子収入は充てず､竹崖から年300円必要と試算さ

れた資金を､京都の画家達が潤筆料の10%を供出することで調達するとしている｡直入は対象

となる在京画家の数を600人としており､平均すれば一人年間0.5円にすぎないという｡逆に

言えば､直入は京都の画家の平均的な潤筆収入を50円以上と見ていることになる｡月額4円

程度の収入は､当時の画家にとって負担とならない数字と見ているのであろう｡ただ､実際の

画学校の予算額 (11'は､開校後3ヶ年の平均月額で 104円程度と､当初の予想していた月額25

円の4倍の規模となっており､また､当時の在京画家にしても､160人程度という記録もあり‖2)､

篤志に依存した直入の提案する方法では､賄う事は靴しかった｡

画学校開校後の明治15年､第一回内国絵画共進会のため東京に出向いた直入は､松方正義

大蔵卿に対して次のような陳情をしている 畑 ｡

謀奉書於 足下 不肖輩数名.馬給画共進骨錐出京.其害鳥西京董学校方法也.夫西京董

学校三年以前設立.分乗西南北四局存.従来諸宗董法一校兼大中小学術.欲随生徒所好早

上堂入室蔦.乃西京勧業課長尾崎班象董学校監事金峰毒等及出仕二名依員一名今以滞留者

有五願故也.一顧 皇書大日本最初四宗董嚢七大字額面下賜.二願文部省貸輿本校維持法

資本金.三顧.宮内省寄附特別有志.四願.以董撃校等外等級序順本館位階.五願.許可

為貧生養育貸費給費募 皇国一般有志得此.五願.則足便 皇国一般董道終身者悉皆得教

導之蔦.不顧潜旅三罪.奉懇願翼足下相共賞賛之.周旋之.固非私願畢克薦 皇国也伏祈々々

建白紀元二千五百四十二年十二月

西京董学校摂理

不肖 田能那小虎

大赦卿松方正義殿

直入はこの時､画学校の代表者たる摂理である｡京都府勧業課長と画学校監事も同行してい

るから､正式な陳情団といってよい｡この陳情は､開校して間もない画学校の存在を政府に印

象づけるには､有益だったと思われるが､示された五つの要望に対しては､直接の成果を得る

ことはできなかった｡興味深いのは二願 ｢文部省貸輿本校維持法資本金｣及び三顧 ｢宮内省寄

附特別有志｣が､まさに直入の竹屋宛て書簡に示した構想に対応する点である｡

直入と竹屋とのやりとりの中で､直入は画学校開設に向けて具体的構想を示し､竹屋に対し

様相への相談すら指示している｡楳村が管内告諭で示した寄付の勧奨は､直入の建議の中に既

に織り込まれており､両者の構想の基盤は一致しているといってよい｡桟村にすれば､寄付を

大きな財源とする盲唖院開設 (明治 11年5月)の前例がすでにあるため､竹屋宛て書簡に見

るような直入の構想に､実現の道を期待したとして不思議はない｡画学校開設の事業が､机上
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の理論だけで解決するはずもなかったが､画家側から具体的な方法を提示する直入に､桟村が

信頼を寄せたのは当然のことであったろう｡大蔵卿への陳情の中に､画学校開校以前に提言さ

れた内容が､痕跡としてうかがわれるのは､直入の構想が府側に検討された証しと考えてよい｡

桟村から境県令に宛てられた書簡から見ても､寄付活動が軌道に乗り始めるのは､桟村が勧

業場に府下工商93人を招集する頃と見られ､直入帰洛と呼応しているO実際のところ､基金

にしても､寄附にしても思惑通りにはいかず(1｣)､公費からの補助金投入が避けられない状況と

なるのだが､直入の提案した構想が､府側に検討された痕跡のあることは重要である.一般に

画学校の開校には､楳嶺らの行動のみが注目されるが､直入においても､最初の建議者にとど

まらない役割があった｡その構想と行動は､画学校開設に大きな影響を与えたのである｡

2.二つの建議書

そもそも､画家たちによって画学校開設が建議されたのは､彼ら自身が､時代の大きな変化

に翻弄され､個人や一派の力の限界を感じ､組織的な活動の必要性を考えたからにはかならな

い｡もちろん､画家達が状況を正確に理解していたとは言い難いが､漠然とした不安を背景に､

何らかの行動が求められていることは感じとっていた｡そこに提示された四宗画学校という構

想は､可能性とともに､課題も内在させている｡その実現は､直入が考えるほど容易いもので

はなく､画家たちの横のつながりなくしては成立しない事業であった｡

直入の建議においては ｢南北宗派各｣､楳嶺 ･玉泉の建議においては ｢洋画流漢画流皆｣と

記述されているとおり､異なる諸派を参集させる構想はどちらにも共通している｡特に､直入

が用いた南北宗派という言葉は､そのまま東西南北の四宗へとつながるもので､近世以来刊行

された諸種の画論に見える言葉としてこなれている点が､その後も生かされた形となった｡二

つの建議による提案が､府側の検討の中で四宗へと展開したものであろう｡背景には､諸派の

画家たちがかかえる共通の懸念に対する配慮はあったと思われるが､府側が問題としたのはそ

れを支える市中の興業に対する需要であり､画学校が匹Ⅰ宗として方向付けられたのは､府側の

調整と判断の賜物であったと考える(lI･)O

京都市立芸術大学芸術資料館には､明治13年の開校後､田能村直入と草野楳嶺によって描

かれた､画学校校舎の平面計画図が残されている (lG)｡仮校舎で開校した学校が､独自校舎の構

想を検討するために描いたものと考えられている｡この計画区=ま実現を見ることはなかったが､

そこには､四宗の教室が明確に区別して描かれており､諸流派を一施設で教授するという画学

校の構想が､単なる教則の問題ではなく､物理的に区切られた空間構成の中で､彼等に認織さ

れていることがわかる｡また､女塾が別棟として描かれていることから､校則には特に明示さ

れない女子教育が､構想の中では､明確に位置付けられていることが確認できる｡四宗画学校

に対する直入､楳嶺の認識をうかがわせる資料として貴重である｡

ここで､注目しておきたいのは､同じ状況のもとで構想しながら､直人と楳嶺 ･玉泉による

二つの建議は､主張の根拠が異なる点である｡

直入は､絵画の精神面の有用性を説くことに重きを置き､楳嶺 ･玉泉は､絵画の実益面での

有効性を説く｡京都府が学校設立を決定したのは､産業振興に対する貢献を求めてのことだか
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ら､楳嶺 ･玉泉の提言が､直接の動機付けになったに違いない｡ただ､学校開設という事業そ

のものに関していえば､直入にとっての学校開設は､師である田能村竹田の45年前の構想を

実現するものであり､師恩に報いる事業であると考えている｡学校を作ること自体が日的だか

ら､名分より開校という成果が問題なのであり､資金を集める具体的方策に心を砕く必要があ

ったのである｡

一方､楳嶺 ･玉泉においては､遠因として如雲社の中に画学校の開設の議論があったことを

あげてはいるが､もとよりそれほどの切実感はなく､むしろ博覧会の事業の中に画学校開設も

織 り込んでもらいたいという､他力本願の提案であった｡絵画の実益面での有効性をより顕示

しているものの､いってみれば､行政-の強請りに他ならず､具体的な方策は提示されないの

である｡この頃の状況を草野楳嶺自身が書いたもの‖71があり､彼らの建議書の内容を補完す

るので､紹介しておこう｡

同年九月.田能村直入画学校設立請願ノ書ヲ京都府知事へ上ツリシ事ヲ聞キ.望月玉泉及

ビ久保田米仙巨勢小石等 卜謀り.碩テ同請願書ヲ府知事二上ツル.(是ヨリ前田中有美ナル

者府知事ノ命ヲ奉シ.南都二出テ正倉院ノ御物ヲ臨模ス.帰京ノ后.模本ヲ河原町織殿二於テ.

諸人二縦覧ヲ許サル.時二米仙小石有美等 卜共二.模菊ノ為二日々曾合ス.画学校ノ談此時

初メテ発ス.而シテ未ダ其方法ヲ悉ク談スル二重ラズ.曾テ塩川文麟森寛斉等往年此事ヲ談

セシ事アリ.今尚耳底二止ム.其后偶田能村直入ノ願書ヲ上ルヲ閉キ.窮二其州稿ノ菊ヲ得テ.

是ヲ見ル二.願意ノ主眼 トスル処.風流高尚ヲ旨トシテ未ダ翰墨遊戯ノ境ヲ遁レズ.依テ望

月玉泉等 卜謀り.楳嶺自ラ願書ノ草案ヲ起シ.画筆ノ国家有益ナル要ヲ翠ケ.以テ府知事二

上ツリシナリ.)

爾来同派ノ画人ヲ勧誘シ.社盟ヲ結ビ (社名ヲ立功 卜云.),暗二画学校ノ起ス可キヲ論ジ.

旦我派ノ巨撃タル鈴木百年父子二論談説諭スル事故臥 或ハ迫願ノ為二勧業課へ出頭スル事

再三.百方尽力スルト維 トモ.奈何セン皇国古来未曾有ノ馨ナルこ因り.同志ノ輩家々暁星

ノ如ク.鈴木父子ヲ始メ.多クハ陽従陰乗.甚ダシキハ他二於テ楳嶺ガ愚ヲ喋々スル二重ル(請

徐リアリテカ足ラえ 画人多クハ自信ノ輩ナリ.従二楳嶺ガ愚ヲ峻フテ其説ノ宜キヲ採ラズ.

処詣埋二勝テ勢ヒニ負ルナリ.可憐.).如此ナル事二年.楳嶺終二様轡ノ病こ確り.吐血ス

ル輩二回.病中久保田米仙二語テEI.今我病篤シ万一不幸ニシテ死二重ラバ請ス.兄我二代

ツテ画学校ヲ起セ.(且日楠公湊川陣没ノ時ニEL 人ハ最後ノー念二因テ云々.我亦死セバ

属鬼 トナツテ此翠ヲ妨寺スル画人等ヲ蹴殺シ.起校ヲ冥々ノ中二保護セント 此言病悩危篤

中ノ慢言ナレトモ.久保田米仙ノ親シク聞処ナレバ.此二焚書ス.)米仙及ビ朋友親戚等懇々

慰諭シ,旦ラク起校ノ念ヲ忘レシ事ヲ誘ム.病漸クニシテ癒ユ.

:;:読点筆者｡括弧内は原文割注｡

楳嶺たちが､直入の建議にあわてて神輿をあげた状況がよくわかるが､また直人と楳嶺たち

の考え方の違いや､両者が個別に行動していた状況も明らかにされている｡直入は､在京の画

家たちとの交わりが､さほど深かったわけではないが､建議の前年にあたる明治10年の京都

- 7-



博覧会には積極的に関わっており､その中で京都の画家たちの間に､画学校開設に対する漠然

とした要求が形成される雰囲気は感じ取っていたと思われる.

周辺に相談する程度で､調整もないまま府知事に建議し､寄付集めに走る行為は一見無謀と

しか思えないのだが､楽観的な性情のうかがえる直入のことだから､そうした京都の画家たち

の気配に､画学校開設-の協力を､裏付けもなく期待していたとして不思議ではない｡京都に

は竹屋を残している安心もあり､建議書の起草も旅の空である｡直入に､確信があったとも思

えないが､自らの行動こそが道を開くものと考えたと見るはかない｡

しかしながら､画学校の建議が起こされてみると､大半の在京画家にとって､どう反応すれ

ばよいのか困惑する話であった｡総論として絵画の学校ができることについては賛成できたと

しても､いざ自分の関わり方を問われれば即答できる者は稀であった｡恐らく直入建議書の噂
を聞いたとしても､適切な理解ができた者は少なかったに違いない｡楳嶺の記事に当時の画家

達の無理解が綴らjlており､同様のことを米俺も語っている('H)｡寒が投げらjlたことを悟った

一部の血気盛んな中堅画家たちが､直入不在の京都で､慌てて独自の行動を起こした訳だが､

これは､直入にとっても好ましい誤算であった｡それは､双方の思惑の違いを越えて､学校開

設が実現する条件を整えていく結果となったためである｡

直入は､学校開設こそを目的としたから､根底の問題が資金であることを理解している｡そ

のために寄付を集めることに奔走した｡これが直入の画学校貢献の第一である｡加えて､学校

に規則の必要も考えた｡これは楳嶺らも考えたが､直入と府側の間で規則についての検討があ

ったことを伝える伝記がある一方で‖9)､楳嶺 ･米俺の記録にそうした苦労の書かれていないと

ころを見ると､結果として､開校前に画家側から規則の策定に協力したのは､直入一人であっ

たと考えるべきであろう｡楳嶺らが､学校の規則に関わるのは､副教員らによる各宗教則の策

定の段階になってからであった｡これが､直入の貢献の第二である｡このように､直入は､学

校という器を作るために献身的尽力をしたことになる｡残るところは､ここで教育にあたる教

員と生徒の問題であった｡楳嶺と米健の奔走はまさに､この教員の陣容に関わるものであった｡

直入の誤算は､京都の画家が画学校開設に撫条件で協賛するに違いないという､楽観的観測

である｡その意味では､楳嶺や米俺の決起がなかったなら､直入もまた､大きな障壁に突き当

たらざるを得なかったはずである｡直入が､資金の調達と学校構想の構築に奔走し､学校とい

う器を形作る作業に没頭できたのも､一方で､楳嶺 ･米倦らが､在京画家たちへの根回しを繰

り返し､一筋縄では行かない彼らの思惑を調整しつつ､学校教育の現場に近づけた努力の賜物

であった｡直入と楳嶺たちは､画学校開設に対し､互いに異なる役割を自ずから選び取って､

その能力を発揮していたのである｡両者が特に調整もないまま､こうして分業を果たすことが

できたのは､僚侍というほかはない｡画学校の開設は､全く一本の綱渡りだったのである｡

楳嶺は ｢翰墨遊戯ノ境｣として､直入の精神論的立場に立った建議を批評したが､むしろ直

入の言説に見る､柔軟な思考を評価すべきであった｡直入は､何を学ぶかという問題については､

生徒の主体性にまかせる立場である｡貧富に関わらず才能ある者が､その求める絵画を学ぶ環

境を構築することを画学校開設の趣旨と考えた｡彼にとって絵画は学術である｡だからこそ絵

画教育とは技術教育ではなく､人間教育と位置づけていた｡
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直入が､凶宗画学校という仕組みに賛同し､その推進に尽力したのは､流派の様式を超えた

教育を求めた結果であった｡絵を学ぶ目的を功利とすることについては､本末を顛倒するもの

と考えており､それはあくまで道の向こうにある結果と考えた｡その意味で､全く当たり前の

ことを述べたにすぎない直入の建議書は､楳嶺らに､なんともたよりなく見えたかもしれない｡

建議書の起草は､直入にとって単なる切っ掛けにすぎず､その趣旨は自身の行動によって表現

されるものであった｡

少し後のことになるが､直入は､画学校の摂理を務める一方で､自ら南画の私塾を開く構想

を持ち始め､｢南宗画学給費私塾方書｣(20)という趣意書を著している｡これは､規則上に明記

されながら､画学校で実現の目途の立たない給費学生の制度を､自身の私塾を起こして実施す

る構想を著したものである｡この中で､画学校の四宗区分を示し､その中から生徒の望むとこ

ろにより教育を提供する､学画のシステムに触れている｡この南画私塾に学ぶ生徒の座標を､

匹Ⅰ宗絵画教育という視点から位置づける態度は､直入が匹Ⅰ宗画学校構想に抱いていた期待と､

理想像をうかがわせるものである｡

二つの建議を受けて､桟村は画学校開設の意義を了解しつつも､資金難をどのように解決す

るか苦慮したに違いない｡寄付によって開設しようとする直人の提言は､陸路ではあったが､

最も現実性のある方法として様相は判断したと考えられる｡一方､学校の運営にあたって､画

家達の協力なくしては立ちゆかないことは明らかではあったが､これは楳嶺たちの尽力が期待

できた｡結果として､様相は､_二つの建議を都合よく組み合わせ､両者をうまく巻き込むこと

に成功するのである｡

3.出仕任用内規

京都府が国に学校開設を届け出た時に､匹l宗の設置に加え､教員の公選制を提示している｡

この教員公選に関わる学校構成員が画学校の出仕である｡

出仕については､京都府画学校の歴史に関する諸種の文献 (神 帝憲一 『京都に於ける日本画史』

(2】)､黒田重太郎 『京都洋画の黍明期』(22'､島田康寛 『京都のEI本画-近代の揺藍』 2̀3'､『京都
府百年の資料 5教育編』(24)､『京都の洋画 資料研究』(25)､『百年史』 (ZG))に資料､評論が収

録され､近年では島田康寛 (27)､斉藤全人(28)による研究がある｡しかし､資料の錯雑たる状況

も理由となり､職務や制度について語られることは少なく､未だ不明の部分は多い｡

はじめに開校年以後の主な事実を､再び 『京都市立美術工芸学校沿革略』によって確認して

おこう｡

明治 13年 (1880)

｢十三年六月十二日府知事代理大書記官国重正文勧業場に都下の画家四十三名を招き画学

校創立に就きては各自営業上の研究にして府下諸産を改良し工芸美術を隆盛にするの基を

立つべき技に付各自画学校の事に関し協力勉強可致旨諭告せらる｣

｢十三年六月十七日 京都御苑内旧准后里御殿を以て仮校舎に充て創立事務を取扱ふ｣

｢同月十九日 府第二百六十号を以て京都府画学校規則及教則を発布し出仕任用内規を走
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む同日田能村小席を挙けて用掛とし又前に招集諭告せし都下知名の画工匹1十三名に出仕

を命ず｣

｢同月二十三日教員選挙会を開く｣

｢同日二十八日 都下の表装師芝田浅次郎､熊谷万造､木村治助､樋口孫七､松村良助､

松本源七､松浦四郎兵衛､藤村弥三郎､西村弥兵衛､奥村吉兵衛､中尾庄兵衛､伏原嘉

一郎の､十二名二世話掛ヲ命す｣

｢同月三十日 出仕望月玉泉 (東宗担当)′ト山三遷 (西宗担当)谷口語山 (南宗担当)鈴

木百年 (北宗担当)草野楳嶺 (同上)の五名に副教員を命ず｣

｢七月一日知事代理大書記官国重正文臨場開校式を挙行す｣

｢同月一トヒ日副教員鈴木百年依願退職草野楳嶺尊担北宗を教授す｣

｢同月二十日 聖上御旺華中教員出仕の製作画を宮中へ差出し 天覧に供す｣

｢八月二十七日 府第三百三十二号を以て生徒を募集す｣

｢九月十三日 副教員谷口詣山依願免職出仕池田雲樵に其後任を命ぜらる｣

｢同月十五日より五日間勧業場に上下区及伏見町等六十七学区の学務委員を会し生徒入学

を勧奨す｣

｢十一月六日 府第四百十一号を以て変則生を置き入学許可の達を布かる｣

明治14年 (1881)

｢一月十五日 出仕等級表を制定せらる｣

｢同十八日始めて監事を置き府属金峰憲に其非勤を命せらる｣

｢一月廿五日 元京都府知事議官枝村正直よりEI本最初画学校の扇額を寄贈せらる｣

｢此月生徒懲則及生徒心得並寄宿舎規則を定む｣

｢二月十二日 私立生徒画品検明規則を制定す｣

｢同廿三日 都下有名の工職家七十二名本校用掛を命ぜらる｣

｢四月廿一日 用掛田能村小席に摂理を副教員望月玉泉草野株嶺池田雲樵小山三道の四名

に三等教員を命せらる｣

｢同廿凹日 三等教員幸野楳嶺依願免職鈴木松年其後任を命ぜらる｣

｢十一月廿五日 三等教員小LLI三造依願免職翌二十六日出仕旺困 宗立其後任を命ぜらる｣

明治 13年6月12日に､あらかじめ楳嶺 ･玉泉らの調整によって選出されたと思われる府下

の画家43名に対し､京都府は画学校への協力要請を行った｡画学校の事務が開始した6月17

日の翌々日には､｢画学校lLIJ.仕任用内規｣(29'の制定とともに､彼等を無審査で出仕に任命して

いる｡5日後の23日には教員選挙を行い､副教員5名を選出した｡国への創立届にあった教員

の公選制は､内規に定められてはいたが､当初その性格は希薄であった｡

出仕は､正式には画学校出仕といい､府から任命される職である｡後に述べる通り､その実

態は､学校の外部委員とでもいうべきもので､画学校の事業にさまざまな協力を求められる存

在であった｡こうした府と画家の関わりは､この画学校開設を機に突然生まれたものではない｡
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まず注目されるのは､明治 5-6年に在京絵師が多数関わって行われた､京都府の国絵図模写

事業である l̀n)｡この事業は､京都府が､美濃国旧岩村藩知事松平乗命所蔵の国絵図を借用し府

下の画家数十名を使って模写させたもので､現在も京都府総合資料館に所蔵されるが､この時､

府の命により模写を行った画家の中に､建議書に連署した､草野楳嶺､望月玉泉､巨勢小石､

久保田米侍が含まれている｡そして､画学校最初の出仕となった43名のうち25名はこの模写

に参加しており､国絵図模写によって京都府の雇いとなった画家の過半は､画学校開設におい

ても協力することになった｡

また､明治6年の第2回京都博覧会で席上揮毒を行った50名の画衣 (∫")のうち35名は､こ

の国絵図模写に関わった画家であり､そのうち23名が後に出仕となっているのを見れば､在

京画家たちがこうした公的事業-の参加を契機として､共同連係の資質が養われたと考えられ

る｡楳嶺､玉泉の建議は､森寛斎らを中心とした画家の親睦団体である如雲社の存在を前提と

しなければ､成立しないものであったし､その源流を顧みれば､近世の書画会まで視野に入れ

なければならない｡しかし､近代的な枠組みが形成される中で､諸流派の画家が事業協力する

積み重ねが､画学校開設の条件を整備する過程となった点は､注目してよい｡

前述のとおり､直入が､画家同士の連係において､果たした役割については､多くを期待で

きない｡直入と出仕制度との関わりは､その制度設計であったと考えなければならない｡出仕

という制度は､画学校の規則の中では､校則､教則とともに､最も早く整備さゴ1ているO学校

という入れ物に､最初に注ぎ込まれたのは教育する側のしくみであった｡内規に従って､その

要旨をまとめると､次のようになる｡

出仕は､その技能にしたがって､等級を与えられた｡等級にはまず神品､妙品､能品､人格

の臥=FIl=,あり､その各が三つの級に分かjlる｡つまり出仕は12等級に分かれるとする｡このう

ち神品が正教員位､妙晶が副教員位､能品が助教員位とされた｡つまり出仕は､正教員､副教員､

助教員､出仕 (非教員)の四階級に分かれていることになる｡全ての等級に給料が定められて

いるが､実際に給与が支払われるのは ｢教員助教｣とされるので紬品､妙品､能品が対象となり､

一般の出仕は､無給であった｡給料は正教員の最上級にあたる珊品第一等出仕で月給 120円と

破格だが､助教員の最下級となる第九等出仕では月給 10円にすぎない(-2)｡給料の算出には潤

筆料を根拠にしている点が興味深い｡

出仕となるには､府からの命令､もしくは､自身による応募により､疎密二点の作品を提出

して審査を受け､その結果を基本として諸般の事情を勘案して等級を受ける｡等級のつかない

者は等外出仕となる｡審査は画学校の教員もしく出仕中の名望あるものとし､階級の査定は年

一回開催する仕出品の展覧会画を互評する機会に見直しをする｡この互評は宗別に行われる｡

等外出仕は展覧会に出品が可能らしく､これを機会として再審査を受けることができる｡創立

届に掲げられた教員の公選制は､公募された出仕による互選という方法で実施された｡つまり

6月19日に府から任命された出仕は､同日施行された内規に従って､24日宗ごとに投票を行い､

副教員つまり妙品にあたる出仕を選んだことになる｡ただし､このときの投票は､内規にある

出仕の等級を判別するためではなく､各宗の副教員を選挙するものであり､内規の趣旨とは異

なっていた｡内規は､出仕の班別に特に詳細であり､画家側の資質に執捌なまでの厳格さを求
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めている｡また､ヰ個の画論書に見られるような術語の使用も多く､その策定に直入の関与を

印象づけている｡

4.内規と校則

次に､画学校の校則に定められた､出仕の身分に触れておきたい｡明治 13年6月19日に制

定された ｢京都画学校規則｣(33)から関係する条項を抄出してみよう｡

第三条 宗毎二一塾ヲ置キ塾毎二教頭副教頭アリテ各其宗ノ生徒ヲ教授スベシ

第六条 教員教授ハ各宗所定ノ教則二従フベシ

第十三条 本校ニハ教員生徒ノ外二出仕井生貝 卜称スル者アリ

第十四条 出仕 トハ本校出仕ノ命ヲ拝シタル者ノ略称ナリ

第十五条 本校ノ教員ハ此出仕中ヨリ選挙スルヲ以テ常 トス

これらの条項から､学校には教員､生徒､出仕､生員(棚という構成員があったことがわかる｡

教員としては教頭と副教頭があり､これは原則として出仕の中から選出される｡つまり､出仕

は教員とは異なるものとされる｡出仕を ｢本校出仕ノ命ヲ拝シタル者ノ略称｣としているので､

職名という認識はない｡しかもこれは画学校出仕の略称としているため､官制に見られる通常

の出仕という認識とも異なっている｡教員の公選制については､出仕の互選を記すのみで､校

則に定めるところはない｡出仕を公募し､選別された出仕の間で選挙する間接的な方法を内規

に定めるに止まっている｡

では､学校は出仕にどのような役割を求めているのだろう｡同様に､明治13年校則から関

係する部分を抜き出してみよう｡

第廿三条 出仕他方二遊歴セントスル時ハ必ス本校こ開申シ校ノ鑑札ヲ携帯スヘシ

第廿四条 同他方二遊フ者ハ私用ヲ弁ズルノ寿二各地ノ実景或ハ社寺旧家等ノ古器古書画ヲ

臨写シ帰京ノ後一本ヲ本校二納ムベシ

第廿五条 出仕私塾ヲ開キ及ヒ私舎二於テ生徒ヲ教授セント欲スルモノハ其事由ヲ具シテ校

長ヲ経由シ本府長官二乗申スベシ

第1:持て条 出仕ハ間暇ノ時二於テ精神爽快ノ日ヲ用ヒ其所長ノ技ヲ振ヒ画校備付品タルベキ

物ヲ作り-ハ以テ自己ノ為ニシーハ以テ後進ノ為ニシ併セテ以テ学校ノ用即チ益

世補化ノ具 卜為スベシ

第甘七条 出仕ハ其製品ヲ内外博覧会ハ勿論其他総テ公衆ノ観二供セントスル嘩ハ必本校ノ

品評検閲ヲ経-シ

このように､出仕は教員の範噂にないため､教育活動は求められていない｡主に校外の活動で､

学校に協力すべき旨が説かれているにすぎない｡条項を見れば､随分大変な責務を負わされて

居るようにも見えるが､大家も含む出仕全員に､ここまでの制約が受け入れられるとも思えず､
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各条項については､努力目標程度に捉えられていたと考えるのが妥当であろう｡とはいいなが

ら､現在も京都市立芸術大学芸術資料館には､当時の出仕から納められたことが確認できる粉

本類が遺されており 苅̀)､こうした規定がある程度意識されていたことを示している.決して当

時の出仕たちが､教育に対して鈍感なわけではない｡

出仕はこうした協力の他に､毎月 (後に年4回)及び春秋 2回画学校が開催する展覧会への

出品をその貴務としている｡

第廿八条 本校二於テハ毎月最初ノ日曜日二於テ月旦展覧会ヲ開キ教員出仕及生員生徒力其

前月二製シタル図画ヲ展覧品評スへシ (品評規則ハ別冊アリ)

第甘九条 月旦展覧会ニハ在京之出仕生月悉ク出席シ席上ニテモ揮毒スベシ

節州･条 本校二於テハ右展覧会ノ外二春秋各一回遠近之画手ヲ会スル大会ヲ開キ大二古今

内外ノ書画ヲ展観シ広ク共通ヲ討論シ且各席上ノ揮竜モアルへシ

第州一条 前条之会ヲ名ケテ春季会秋季会 卜称スベシ

但此会ノ期日ハ其前月二議定シテ会規 卜倶二四万二汎告ス-シ

第州二 条 此両会ニハ此校二功アル者即教員出仕及金品ヲ寄附シタル者ノ寿賀追福ヲ兼ネ行

フ可シ

むしろ､出仕に科せられた主たる義務といえば､この展覧会への出品にあったと考えざるを

得ない｡校則を見る限り､一般の出仕は､事業協力者という性格が強く､学校と社会を媒介す

る役割を与えられていた｡直接教壇に立たなくとも､作品を手に､出仕達が集う有様は､明ら

かに教育的な効果があった｡ちなみに､この画学校が行う展覧会は､明治 15年 1月開催のも

のを皮切 りとして､多数開催されており､明治 16年には東京龍池会の依頼を受け､東京展も

開催するなど､未だ美術展の少ない時代にあって､存在感を示すものであった('36'｡また､細か

いことをいえば､校則には定められていないが､展覧会以外にも学校が主宰する詩文会､画学

講談会などの行事 (37)に､出仕は参加を求められている｡

内規は制定後半年を経た明治 14年 1月に､一部改正されている｡それは出仕の等級表の変

更である(●M)Oこの変更で教員位は妙品となり紬品は実質用いないことになった｡そして､妙品､

能品､人格のそれぞれが､教員､副教員､助教の3階級に充て直された｡つまり､明治 14年 1

月改正以後は､画学校の出仕を命じられた者は､必ず職名を充てられるようになったのである｡

出仕の最高位は妙品第四等出仕で､これが一等教員ということになる｡明治 13年に副教員と

なった者は､皆恐らく三等副教員であったと思われ､六等出仕であったから､新しい等級表の

制定によって､これが三等教員へと切 り替えられたとみてよい｡つまり､画学校教育の中核を

担った教員は､副教員と三等教員という名称の切 り替えこそあれ､皆六等出仕だったことにな

る｡ただ､新しい等級表では､月給は30円から25円へと引き下げられている｡これも窮余の

策なのだろうが､給料そのものは上げておきながら､当面は経営が苦しいのでその半額とする

という､何とも乱暴な方法で給料の引き下げを行った｡

明治 14年の内規改正が､どのような理由で行われたのか､定かな理由はわからない｡ただ､
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開校時の諸規則は､十分な検討を経ているとは言い稚く､当初から様々な矛盾が含まれていた｡

恐らく､直入主導の部分と京都府主導の部分があって､両者を併合した際の矛盾が､整理しき

jlないまま､見切り発車されたものと思われる｡

まず､明治 13年の内規そのものの矛盾として､出仕の等級とその給料をこと細かに定めて

おきながら､等級表附録の記述により､｢教員助教｣以外は給料の支払い対象としていない点

があげられる｡これは校則との調整もしくは､支出抑制の必然から判断が加えられたのであろ

うが､出仕の存在を暖味とする一因となった｡

そもそも､校則における教員の定義そのものが明らかではない｡明治13年の校則では､教

員は､｢教頭｣｢副教頭｣という名称のものをさしているかに見えるが､こうした職名は､内規

にはない｡実は､内規を見る限り､当初構想された出仕制度は集団教授体制であった可能性が

高く､校則は､複数の出仕が教授を行い､各宗ごとに上位二名が出仕を総括する趣旨であった

と思われる｡それが､担当別へと移行する中､総括役の名称のみが残された経緯と考えている｡

明治16年に校則改正が検討され(39)､そこでは､｢教頭｣｢副教頭｣を､出仕等級表の教員に

対応させた ｢教員｣｢副教員｣に改めて､内規との関係を修正しようとしている｡しかし､そ

もそもこの内規では､教員､副教員という職は技力等級に従って任じられるものであるから､

員数が規定されるものではない｡明治 13年に行われた教員選挙が､技力認定とは関わりなく､

副教員を選挙するにとどまっているのは､内規の趣旨が本質的には受け入れられなかったこと

をうかがわせる｡校則から判断する限り､内規に記されている教員 ･副教員のみが教員として

教場に立つほかなかったのである｡

内規における､詳細な等級判別のしくみは､ある意味で画家の立場を考慮しない理想論であ

り､直入の楽観的性向が反映した構想と考えるべきであろう｡画家の参加を得るため､説得に

奔走した楳嶺や米健が考えつく性質のものではない.画学校の開校当初から､内規を軽視して､

宗別の担当制が行われたのも､楳嶺や米倦が困催せざるを得ないような､当時の画家たちの協

力状況を考慮すると､現実的な路線-の妥協案ではなかったかと考える｡つまり､内規の策定

時に構想されていた､教則をよりどころとする集団教授という方法は､開校の時点では､実現

困靴な制度となっていた｡

技力認定が伴わないということは､副教員 (三等教員)以外は皆出仕を命じられた立場でし

かない｡校則から判断すれば教員ではないのである｡明治 14年の内規改正によって､一般の

出仕も助教員となったため､内規上では､出仕全員が給料の支払い対象となり､教員の仲間に

位置づけられたはずだが､校則における助教員の位置づけが不明な点は､その後も改正される

ことはなく､結果として､実際に給料が支払われた形跡はない｡結局､出仕は教員としての認

識を受けることはなく､校外協力者という役割から変化することはなかった｡

5.画筆校出仕

明治13年6月12日に招集された画家､すなわち内規によって府から出仕を命じられること

になる画家たちは､その名のみ知られているが､彼等がどの宗に属したかを明らかにする資料

は遣っていない｡公刊されている ｢南宗画学教則｣(40㌧ ｢北宗教則草稿成ルニ際シテノ楳嶺上
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言書｣ (J])､明治 15年5月の ｢画学校広告｣(42)のほか､｢画学校出仕人名簿｣ 的'､を参考にして

復元した結果は､その後任命された出仕とともに別表に掲げる｡彼等を四宗に配した構成は､

教員となるべき画家そのものが少なかった西宗を除き､当初ほぼ均等に振 り分けられており､

招集の時点で､楳嶺 ･米倦らによる調整が図られていた様子がうかがえる｡

宗別出仕任命数一覧

明治13a明治13b明治14 明治15明治16 明治17 明治18 明治19 明治20
明治21 小計1880/061880/09 1881 1882 1883 1884 1885 1886 1887 1888

東宗 13 4 3 3 4

2 29西宗 3

2 1 6南宗 13 1 3 13 5 1 1

37北宗 14 4 4 2 8 5 37小計 43 9 10 18 17 9

0 2 0 1 109まず､東西南北各宗の教授分野を見よう｡明治 13年 ｢京都画学校規則｣で

は､各宗一塾を設けるとして､

以下のような規定を示している｡乗宗 土佐派円山派等所謂大和絵ノ派酉宗

罫画油絵水画鉛筆画等南宗 所謂文人画北宗 雪舟派狩野派等この

区分は､各宗とも総じて理解しやすい｡絵画の諸派を教授する趣旨からすゴ1ば､名称と構成

も合理的といえる｡それだけに理想的にすぎた傾向があり､現実との乗雅があった｡京都在住画家の傾

向から考えて､束宗が膨張してしまうのは明らかだからである｡すなわち､現実の任命では､

本来東宗に属すべき画家が北宗に配されており､開校時から規則は無実となっていた｡先

にも触れたとおり､西宗を除く三宗の出仕数がほぼ均衡しているところから､規則の区分と､

出仕の現実との矛盾は開校前には理解されていたはずである｡にもかかわらず､出仕は選ばれ

､校則は施行された｡恐らく規則作成に関与したのが直入であり､出仕選出を主導したのが楳

嶺たちであったため､両者の調整を図ることができなかった状況を想像する｡明治 16年に検討された校則改正の文案を見れば

､この東宗と北宗の不合理性を､校内でも問題視していたことがうかがえるが (")､妙案には至らず､結局､当初編成された以下のような区

分がその後も継続することとなった｡

東宗 望月派､土佐派､原派､円山派､四条派､浮世絵派西宗 罫画､水彩画､油

画､写真南宗 南画､文人画北宗 狩野派､岸派､塩川派､鈴木派東

宗に望月派､土佐派､原派､円山派､四条派といった､比較的古い成立を見た伝統的な画系を

まとめ､北宗に､幕末に派生した新興の画系である塩川派及び鈴木派を中心に､岸派､狩野派を加えている｡基本的には旧派と新興派という区分だが､それでも､東宗に区分



すれば､このようなものであろう｡狩野派が北宗に残されたのは､明治13年校則のなごりと

して､北宗の名の根拠をかろうじて留める配慮かと思われる｡また､岸派は､岸竹堂自身が狩

野永岳の弟子であったことを主因として､何より､新興の勢力であった塩川派と鈴木派を混成

させたことに対する､調整役の必要が求められての布置ではないかと考える｡これは､流派の

区分というより､両者に顔の利く竹堂という人物の必要である｡鈴木派ながら楳嶺と交情深い

米倦ひとりが､仲にたつのは､誠に重荷であったことだろう｡

四宗の名称と教育内容は､当然対応すべきと考えられた｡副教員から提出された各宗の教則

には苦労のあとが見られ､それはそれで､興味深いものだが､それを現実の教育に反映させる

のは困難があったと考える｡開校まもなく鈴木百年､谷口謂山が辞職し､翌年には小山三遷､

辛野楳嶺が辞職するといった具合に､中核となるべき副教員が相次ぎ辞職する事態は､当時の

学校内の混乱を物語っている｡

規則策定に関与したと考えられる直入にとって､こうした状況が不本意でなかったとはいえ

ない｡先にも紹介したように､直入は､学校開設後かなり早い時点で､私塾に教育の基盤を移

そうと考え始め､｢南宗画学給費私塾万苦｣を著している｡主因は画学校規則に定めた給費生

制度の実現性が期待できないところにあるとしているが｡背景には､四宗の不合理な状態に対

し､直入が理想との食い違いを感じていたこともあっただろう｡

直入は､校則に見る四宗の区分を､よく味得しており､絵画教育施設のあるべき姿を見てい

たようである｡それは単なる名目として四宗を挙げるためではなく､現実に生徒に提示する画

学全般の目録として必要であった｡だから､四宗を学ぶ学校であることに､開校の意義を考え

るまでに至っていた｡すでに様相正直から ｢日本最初京都画学校｣の扇額を贈られながら､明

治15年の陳情に､皇書による ｢大日本最初四宗茎葉｣の額面下賜を嘆願したのは､なにより

直入が､この隔てなく絵画を学ばせようとする教育制度に誇りを持っていた証しといえよう｡

出仕の中には､現在伝記を失ってしまった者もいるが､｢画学校出仕人名簿｣及び 『第二回

内国絵画共進会出品人略譜』をはじめとする内国絵画共進会関連資料 (｣-')によれば､相当数の

画家の年齢や住所がわかる｡府下画工といいながら､任地をみれば､彼等の大半は上京南部か

ら下京に至る洛中に住む者であり､画家の選定には地縁的なつながりが大きな要素となってい

たらしい｡

元治元年の兵火は､京都上下京に大きな被害をもたらしたが､出仕となった画家達の住居の

過半は､その被災地に含まれている｡復興に疲弊する地域に､東京奨都は追い打ちをかけるよ

うな変化をもたらしたことになる｡画家の中にも､自身が被災したものもいれば､復興に釆じ

て市中に門戸を構える者もいたから､こうした環境の変化が､画学校を求める画家達の動機付

けに影響したことは間違いないだろう｡明治5-6年頃行われた国絵図の模写にしても､名望あ

る画家が携わるような事業とも思えないため､当時の彼等の逼迫した状況を背景として理解す

る必要がある｡

画学校開校後､明治15年と同17年に､農商務省が主催する全国規模の絵画展覧会である内

国絵画共進会が東京で開催された｡明治15年の第1回内国絵画共進会では､画学校の教員出

仕において受賞したものは各宗に遍くまたがり27人 (京都から31名受賞)が､明治17年の
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第2回内国絵画共進会では､同じく42人 (京都から51名受賞)が受賞している｡この時の全

国の受賞者数を見れば､前者は105名､後者は198名となっており､京都勢の健闘は評価され

てよい(46)｡その京都からの出品者を､ほとんど画学校の教員出仕が構成している事実は､画学

校開設に伴う画家の奮起と組織的基盤の形成されたことが影響したものであろう｡

ちなみに､内匡卜絵画共進会には､絵事功労褒状という特別賞が設けられており､第1回では､

これを田能村直入､中西排石､久保田米倦､幸野楳嶺､巨勢′ト石､望月玉泉の6名が受賞して

いる｡この賞が､画学校開設に尽力したことに対するものであることは､建議書を提出した5

名に､南宗の長老中西排石を加えた顔ぶれから明白であろう｡直入にかわって､南宗の画家た

ちへの働きかけには､耕石があたっていたことも推測される｡絵画の分野において､画学校の

開設が国家的見地から評価されたことは注目してよい｡

画学校開校以後､京都の画家の存在が次第にその重みを増し､弱体化した京都の絵画界を強

固にする契機となったことは､画学校開校の成果と見なしてよい点である｡国が行う事業の中

で京都の画家たちの地位が大きく向上したことは､次第に社会の認識も改めさせたに違いない｡

文人画に勢いのあった時代だから､南宗には高齢の大家が多く､無理矢理開設した西宗は出

仕となる人材そのものが不足した｡開校時の各宗の年齢構成にかなりのばらつきがあるのは別

表のとおりである｡高齢の画家としては80歳近いと思われる林排雲がいる一方で､酉宗副教

員となった小山三遷は弱冠21歳であった｡各宗の人選には､重鎮大家のみならず､中堅気鋭

も選ばれており､老若のバランスに配慮しているようである｡

興味深いのは､上京の出身ながらすでに東京に拠点を移した村瀬玉田も含まれていることで､

出仕には寄留者も対象となっていた｡これは､後に地方画家が出仕となる先鞭ともなり､京都

の画家が集められたとはいいながら､流派の事情による選考もあったと考えられる｡

内規においては､画家に技能別等級を認定しようとする意図があったが､これは実際に行わ

れた形跡がない｡各宗とも大家が必ずしも教員に選出されていないのは､教員となることを敬

遠した者が､彼等の中に少なくなかったのであろう｡当初の学校のないものづくしの状況を見

れば､学校の教員を貧乏くじと見ていた可能性は高い｡各宗に実質 1名しかいない副教員が､

担当する宗塾の教員として､孤軍奮闘しなければならない状況となっていたのである｡つまり､

開校直後に副教員が相次いで辞任した状況は､教員不在の学校を生み出す､極めて深刻な混乱

だったのである｡

明治 14年改正内規からすれば給料が支払われるべき出仕であるが､実際には支払われた形

跡がない｡給料の支払われた記録があるのは､副教員､三等教員のみであるし47)｡ちなみに､直

入については､はじめ用掛となっているが､これは無給であったと思われ､また､摂理という

職も無給であったと考えられる(181｡校長は有給であるため､当初､直入が画学校の代表であり

ながら､摂理となったのは､これを無給で引き受けた事情があったと考える｡直入にとっては

学校の経営が軌道に乗ることこそが重要であり､彼なりの使命感によって､奉仕したものと考

えてよいだろう｡

出仕に定員が定められていないことは､明治13年に43名だった出仕が､明治15年には68

人に膨れあがっている119)ところから推察されるが､もちろんこれは､体制の充実に直接結び
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つくものではなかった｡無給である出仕は､校則に見られるような貢献を求められはしたが､

強制力は乏しく､恐らく展覧会への出品を除いては､彼等が担うべき責任もまた､無給に見合

うものであった｡教員ではない彼らは､教育上の現実を意識することはなかったと思われる｡

そうした存在であったからこそ､学校経営が逼迫するなかで､これを増加させることが可能だ

った｡出仕がひとつの名目にすぎなかったと考える理由である｡

ただ､こうした現実が､出仕に新たな意味をもたらした｡出仕という制度は､外部から見た

場合､当時数少ない画家の公的評価として理解されたらしいのである｡公募制という間口の広

さも手伝って､看板で仕事をしていた画家たちにとって､これを利用する状況が生まれた(50)0

地方から京都に寄留する画家による出仕の応募も増し､また各流派の中には独立開業の証し

とする者もあった｡例えば､開校直後出仕となった長谷川玉純は18歳にすぎず､まさにこう

した早熟な開業の証しとして応募したものと考えざるを得ない｡その後も十代で出仕となった

画家は､旺伸 一華 ･奥田秋園 ･藤村菱仙･竹村春旺卜鈴木万年 ･山田松渓が確認できる｡地方

の画家で､京都の画家に弟子入りして出仕となって帰郷するというケースも少なくないことは､

画家の住所地が､地方のままで出仕となっている画家が､明治14年以後増していることから

うかがえる｡渡辺芝谷 (新潟)､木下楚瑞 (大阪)､垣内雲隣 (岐阜)は第二回内国絵画共進会

でも他府県から参加しており､地方出身出仕の典型的な事例といえる｡地方に戻れば､学校の

事業に協力することの困難な出仕の存在は､もちろん校則になじまないものである｡明治 18

年に検討された画学校校則改正の動きの中では､遠隔地の出仕についての規程を加えて､こう

した種類の出仕を正当化しようとする動きも見られた(5り｡

学校にとっては､出仕が増加すれば､それだけ学校の協力者を確保できる長所があり､彼等

の弟子の入学も期待できた｡｢画学校広告｣にあるとおり､画家の揮竃を頒布して学校の資金

にあてる制度においては､協力者が多い方が都合がよい｡出仕の拡大は､画家と学校の双方に

利点があったものと推察される｡依然としてばらばらに散らばっている画家たちを､出仕とい

う一本の糸が､かろうじてつなぎとめていた､というのが実態ではあったが､それが､京都に

画壇の幻想を構築させる礎となったことは注目すべきである｡前述のとおり､内国絵画共進会

における教員出仕の活躍ぶりは､出仕制度が画学校開設の重要な意義であることを教えてくれ

る｡

｢画学校出仕人名簿｣に収録される画家は､摂理である直入を除けば出仕94名､これに名簿

には欠落しているが､出仕任命の記録のある者 15名 (52)を加えると､明治21年 10月2E=こ任

命された内海吉堂まで全 109名の出仕がいる｡このうち教員経験者は9名となる｡

明治21年2月14日画学校規則が改正された｡東西南北四宗は普通画学科､専門画学科に改

められ､応用画学科が新たに設置､3月1日には束南北3宗が東洋画に統合され､西宗は西洋

画と改称して､両者が対置する形とされた.これによって､四宗画学校は終焉を迎え､明治 19

年に校長として赴任した京都府職員の吉田秀穀のもとで､急速に府側の政策に則った改革が行

われたのである｡それに伴い､教員の制度も改められ､かつての三等教員とは異なる､教諭 ･

助教諭 ･嘱託教授といった新しい職を任命される者が生まれるようになり､内海書生を最後と

して出仕が任命されることはなくなった｡
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出仕はそもそも撫給であったし､任期のあるものではなかったから､特に辞退しないかぎり､

学校も画家もこの制度を利用することができたと考えられる｡従って､校則から出仕の語が消

えることとなった改正を以て､その終蔦と見なすことは可能だが､校則改正後に出仕に任命さ

れた吉堂の例もあり､実態として､出仕の制度は継続していたと考えてよい｡ただ､出仕が果

たすべき賓務も消えてしまったため､出仕の存在が以前に増して暖味なものとなったことは否

めない｡明治22年に京都市の所管となった画学校が､学校建て直しのため､明治24年に商議

員協賛貝の制度(誠)を設けると､出仕の存在は､ますます無実のものとなった.新たに生まれ

たこの外部委員の制度が､学校と社会を結びつける機能を充実させるにしたがい､出仕は徐々

に吸収され消滅していったC

楳嶺の弟子であった竹内栖鳳は､明治 16年に20歳で出仕となった｡自らが画学校に学んだ

経験があると語っている(bJ-とおり､彼は､私塾と学校の双方に学び､やがて出仕を務めるに

至る｡そして､出仕制度が解体する時期を経て､明治28年に美術工芸学校の教諭を命じられ

ることになる｡生徒が出仕となり､やがて教員となって､新しい時代の生徒たちの水先案内と

なるという､人材育成の図式が､この時ようやく成立したことは興味深く､美術工芸学校の教

育は､この構造をより堅固にすべく展開していく｡

4.工業科と用掛

開校して半年を経た明治 14年､京都府職員の金峰寿が画学校監事を兼務することになった｡

創立御届によれば､画学校は当初､民間の資金で開設しその運営資金も賄う予定であったが､

実際に寄付だのみの道営は雑しく､京都府からの補助金に依存せざるを得なかった｡そのため､

経営基盤は極めて脆弱であり､学校開校以後も､月例展覧会の出品作を頒布して校費に充てる

など(耕､出仕たちからの寄付にも頼るありさまであった｡

境島根県令へ宛てられた明治 12年の枝村書簡に､すでに画学校の校地が御所東南隅に定ま

ったことが記されている伽)｡ところが､その実現は明治26年まで待たなければならず､この

独自校舎建築が遅れた東大の理由を求めるとすれば､資金面の問題のほかは考えようもない｡

先の建議書の内容に見るとおり､画学校の構想は､一方的に設置者の思惑ばかりが先行して

いる｡そこに､需要に対する配慮というものはなかった｡やや遅れて､東京において開校する

東京美術学校が､官主導ながら､美術の教員､指導者を育成するという専門家教育機関の位置

づけがなされたのに比べれば､どのような人材を生み出す機関なのかという視点は､開校して

もなお唆味なままであった｡開校時に課題として残されていた生徒の問題は､結局画学校を悩

ませ続けたのである｡

学校開設を建議した画家たちと､これを実現した府側には思惑のズレがあった｡画学校が､

教育機関としてあまり活況を見なかったひとつの原因である｡開校直後の､各宗 20人計80人

という生徒の募集に対し､反応はきわめて鈍かった｡府下67学区の学務委員を集めて説明会

を開くほか､変則生という聴講生の制度を急速制定するなどして､学校の存在を浸透させよう

と悪戦苦闘するが､開校時の生徒はわずか23名にすぎず､その後4年間は､定貝割れが続き(57)､
人気があったのは､地方の図画教員の養成課程として実学的要素のある西宗ばかりであったと
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いう(i-'わ)｡

実は､学校開設を決めた京都府には､当初からもう少し明確な実学教育の計画があった｡明

治 12年12月に知事が工商93名を勧業場に招集し､協力を要請しているが､開校後半年を経
た明治 14年2月2日に､かつて寄付の協力をした72名を用掛に任命し､彼らと連携して蘭学

校内に設けた工業科において､下絵等の調製を行う計画があったのである(I,t')｡工業科の教員は

出仕の中から適任の者を選ぶとしており､後の図案科につながる構想が､かなり早い時点には

じまっていることがわかる(GU)｡工業科がこの時実現しなかった理由は､画家と府側の認識の違

いが埋めきれなかった点に求めなければならない｡これは､直入の構想ともなじまなかったし､

教員出仕にしても､実学教育をIヨらが担当することに対して抵抗を覚える者が少なくなかった

と考える｡

この頃の､画家側の懸念を表した資料として ｢府第二五号についての通達書｣""'がある｡府

第二五号というのは明治12年に行われた画学校開設の告諭のことで､画学校開設についての

通達ということである｡内容から見ると､学校開校後のものと考えられ､この明治14年の諸

工商への用掛任命に併せて構想された､工業科設置に対する見解が述べられている｡この通達

は､高尚な学術研究の場である絵画教育と工業家教育の相容れないことを説き､工業科の設置

はあくまで附属的なものであるという説明をしており､直入の精神を反映するものとなってい

る｡開校直後は､学校開設の趣旨について設置者側にも見解に揺らぎのあったことがうかがえ

る｡ちょうどこうした議論が提起されたのは､明治 14年1月に様相正直から北垣国道に京都

府知事が交代し､大きな政策転換が図られた時期にあたり､全ての政策が見直されるなか､画

学校についても､その設置理由に対する再検討が行われたのは間違いない｡

この工業科に関連する､画家側の構想として､明治 13年7月に草野楳嶺によって起草され

たと思われる ｢北宗塾中規則草稿｣中の､工業課 (工業科ではない)の記述 (L'2)に注目してみ

よう｡そこに示される工業課はまさに学校の中に設置された事業部にあたり､掛帽犀風などの

作品の製作､工業用途の下絵製作､模本教材の製作を行う部署としている｡収入確保のため､

出仕による樺童頒布の組織的拠点づくりを企画したのであろうが､よく見ると､楳嶺の記述も､

業に傾いており､意識的に教育とは切 り維そうとしていることがわかる｡楳嶺も学校が工業と

関わることは意識 しながら､これを教育にまで展開しようとは考えていなかったようである｡

この時点では､まだ､府側の期待していた､工業家の人材育成という事業と､画家の立場は一

線を画していたと考えられる｡

四宗のうち､東南北の三宗については､開校時に作成された宗別教則が遣っている｡その中

で北宗のみが､こうした､工業との関わりを重視している点は興味深く､建議書に張ったとおり､

府側の政策に先んじて､楳嶺の視線がそうした方面に向いていたことは注目すべきである｡た

だ､開校の時点で､末だ機は熟していなかった｡このあたりの展開については､楳嶺の興味深

い記述がある(G')0

同 (筆者注.明治 14年)六月内園勧業博覧愈参観ノ番東上シ.審査官諸氏ノ説ヲ聞キ.大

二倍ル所アリ,帰西ノ后.久保田米仙岸九番 卜謀り.画学校中二於テ工業科設置ノ請願書ヲ
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其筋工差出シヌ (該科ハ府下工蛮ノ基礎ヲ正フシ.併セテ工業家ノ子弟ヲ教育スルノ主意ナ

リ.久保田米仙 トトモ二.画学校用掛七十幹家ヲ巡回説諭シテ.共二設置ヲ願ヒ出ヅ.此件

未ダ不成) :‡:読点筆者｡括弧内は原文割注｡

明治 14年 6月の東京行を契機として､楳嶺が工業家の子弟を教育するための過程の必要を

悟 り､米倦､岸九岳らと協議して工業科設置を請願し､同年2月に任命された画学校の用掛の

もとを廻って協力を依頼したことが述べられているC先の北宗教則草稿における工業課と､こ

こでいうところの工業科が異なるものであることを､本人も認めていることになる｡

明治 16年 6月に改正が検討さjtた ｢京都画学校教則｣W には各宗に､工業科を設けること

が記されていて､楳嶺らの提案が功を奏したかに見えるが､ここで提案されている工業科は明

治 15年の画学校広告に見るような､学校の営業活動の受け｣1[Lを定めるにとどまっており､教

育の場とはなっていない｡さらに､明治18年に検討された校則改正においても､校則に工業

科の条項を定めようとするなど仙5'､繰 り返し工業科設置への働きかけが行われるのだが､施行

を見ることはなかった｡明治 17年 2月 1日におこなわれた本則外余科の設置は､校内のジレ

ンマの表れと見ることができる.開校時に存在した､工業家教育に対する消極的立場の解消は
難しく､しばしばその設置を検討しながら､時宜を得られぬまま､留保され続けたのである｡

凹宗画学校の構想が､直入によって堅持されたと考える理由のひとつが､この工業科への距

離の置き方であるo明治21年の画学校規則改正のため､明治20年9月校長吉田秀穀が北垣国

道府知事に改正の上申't〟をしているが､その中で､秀穀は ｢本校摂理田能村′ト庸共再応協議

相遂ゲ｣と記している｡この改正の主要な趣旨は､四宗制の廃止と工業科にあたる応用画学科

の設置にあり､この件の鍵を握っていたのが､直入であったことをうかがわせる｡当時の三等

教員は､望月玉泉 ･鈴木松年 ･巨勢′ト石 ･田村宗立であったが､この事案に関して彼等の存在

は希薄であり､四宗画学校構想を主導していたのは直入であったと考えてよい｡工業科の確立

は､学校内部の調整力の弱きと､直入構想の影響の強さから､かなり困難な道のりであったこ

とがわかる｡

ちなみに､直入は明治 17年 3月笠井直の校長心得任命に伴い摂理を退任 しているが､明治

22年 12月まで在職していた記録もあり(67)､画学校が､京都府の所管である間は､直入は何ら

かの関わりを持ち続けていたらしい｡この上申書は､公式には摂理を退いた直入が､実はその

後も学校に関わり続けていたことを示唆しており､直入が画学校構想で大きな役割を果たして

いたことを裏付けている｡直入はこの上申の直後となる10月､自ら所蔵する多数の書画器物

を学校に寄付する(6㌔ 彼は､四宗画学校の終鴛とともに､自身の役割も消尽したことを感じた

のであろう｡彼なりのけじめであったことが考えられる｡この後直入は､自らが主宰する南宗

画学校開設 6̀9'へ遇進することになる｡

直入が､画学校で一貫してとり続けた立場は､産業界との連携を期待する府側からすれば逆

行するものである.一つの見方として､それが､画学校の停滞に結びついたとすることは可能

であろう｡しかし､大半の画家にとって本分は直入の側にあった｡混沌とする明治初期の絵画

界に､画家達の連携がもたらしたものは､京都の地を基盤とする自らの座標を確認したことで
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ある｡内国絵画共進会をはじめとする全国規模の展観への対応を図るとき､画学校という神輿

の存在は大きかった｡直入たちは､この神輿の神聖を堅持せざるを得ない時代にいたと考える

べきであろう｡

明治14年2月23日に招集した72名の商工を用掛に任命したことに関して､楳嶺も先の履

歴書に ｢用掛七十鎗家｣と語っているので､その認識は誤りではない｡しかし､｢用掛人名簿｣ (7t"

の趣意書注にあるように､用掛は､撫報酬で委嘱するものであったから､実効性のある組織活

動を期待するのは困難と考えていたらしく､本来は彼等の内数名の者に､格別の協力を依頼し

て具体的な進展を期待したものと思われる｡

四宗画学校を推進した直入も､絵画関連の表具師､給具商ら関係工商への協力依順を提言し

ていた｡表具師12名は明治13年6月すでに世話掛に任命されていたので､提言どおりであっ

たが､勧業課は対象を工芸関係全般に拡大させて協力を依頼した｡これは府側の思惑である｡｢用

掛人名簿｣には､彼等の職種と住所も記されており､彼等もまた､上京南部から下京に在住の

者が多い｡画家とは地縁的関係も少なからずあったし､幕末の回禄をくぐり抜けた境遇におい

ても通じるものが多かった｡明治12年に知事が招集した93名のうち､女紅場関係者の大半を

除いた工商家が寄付に協力し､そのほとんどが用掛となった｡画学校の開設は､洛中の3km四

方の空間と人間関係の中で繰り上げられたのである｡この画学校開設という事業がいかに小さ

な努力の積み上げから成り立っていたかをうかがうことができる｡

ちなみに女紅場というのは､府の勧業課が所管した女子のための教育施設である｡したがっ

て､女紅場関係者には府の職員もいたわけだが､本来多額の寄付が期待できるものではなかっ

た｡明治12年の境県令宛て枝村書簡にいう､｢当府下之′ト民勧業課雇之ものヨリ此画学校之資

金ヲ公債証書二而差出スもの有之.貧者之-燈殊勝之志二而.｣というのは､この女紅場関係

者をさしていたのだろう｡先行する工部美術学校において女子学生がいたことが配慮されたか

どうかは不明だが､画学校が開校当初から女子にも門戸を開いていたのは､画学校を所管する

勧業課の管轄に女紅場の存在したことが大きく影響しているのは間違いない｡

この明治14年の用掛は､制度として実ることはなかったが､存在意義を失った出仕とともに､

明治24年の商議貞協賛貝制度の源流となっている｡教育においては､なかなか地域への貢献

を果たしきれない画学校であったが､教育と社会を結びつけるしくみ作りについて､着実な歩

みを見せたことは評価しなければならない｡

あわりに

明治13年､在京画家からの建議を受けた京都府知事様相正直は､京都御苑内に画学校を開

設した｡文字にすればこれだけのことが､いかに大変な努力と偶然の集積した結果であったか､

その困難は想像することさえ難しいo画学校の開設を最初に建議した直入はその資金集めに奔

走し､次いで建議した楳嶺 ･米倦らは画家達の間を走り回って協力を仰ぎ､建議を受けた桟村

らは行政の立場を産業振興策の中に求めて､産業界からの期待に応えようとした｡三者には､

皆それぞれの思いがあり､いずれも他者を巻き込むのに成功したかに考えたが､結局彼等は等

しく時代の潮流に飲み込まれた存在であった｡
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それゆえ､明治26年に開校後 13年目にしてようやく独自校舎の落成を迎えた時の関係者の

思いには､感慨ひとしおのものがあったはずである｡明治24年には､産業界と行政が待望し

た工芸図案科も生まれており､学校が一応の体裁を整えた時､匹1宗画学校は過去のものとなっ

ていた｡

四宗画学校はわずか7年半の歴史しかない｡しかし､その存在は単なる通過点ではなく､こ

の時代に積み重ねられた努力が､京都の美術界に多くの遺産をもたらしたことを忘れてはなら

ない｡美術工芸学校の教育の礎となったことはもちろん､学校の誕生が､出仕の制度を生み､

京都の画家に組織的な活動を意識させる契機を作った｡画学校は､残念ながら､近代京都の新

しい日本絵画を生むことはできなかったが､絵画教育に関しては､幾つもの試行を繰り返し､

その揺藍として十分な役割を果たした｡その存在は､決して京都策の徒花に終わるものではな

い｡

≪浅≫

(1)旺価 利直入の建議書及び草野楳繊らの建議書の原本は京都市立芸術大学芸術資料鯨が所蔵｡翻刻はr百･'ll三史j

(Jlt_ほn56年3月｡京都市立芸術大学百年史編纂委員会編｡京都市立芸術大学発行)190-191頁､r京都府百

年の資料 5教育編j(昭利 47年3月｡京都府立総合資料館編｡京都府発行)274-276頁などにある｡楳村

正直 (1834-1896)は長州出身｡1875年7月から1881年 1月まで二代京都府知事をつとめ､後に93舟とな

り}Ii'族院議員となった｡

(2)画学校に学んだ経験のある的秀画家上村松園の随筆 r青眉抄｣(J獅 u47年 1月.株式会社三彩社発行)の

45-.51頁に ｢画学校時代｣として明治20121年頃､元勧業場跡に画学校があった時代の様子が記されている｡

｢そのころの画学校は実にのんびりとしていて､別に画家になるI川(Jでなくとも､なんとなく入学して ･

と言った人もかなりいました｡｣という文に当時の画学校の評価がうかがえる｡また､明治22年 12月25

日付けの ｢日出新開｣には ｢京都美術学校にては創立以来各教員の間に其流派の異なるより互に相好から

ざる気味ありしかば､従って生徒の問にも其影響を及ぼし､教師の進退IIJ,入りある毎に生徒も共に剛随ふ

て出入りすると云ふが如きの事情あり､恰も各派混晴の-私塾とでもいふべき有様にて､｣という記事があ

って､画学校時代の混乱ぶりをうかがわせる｡

(3)r百年史』(前掲注 1番)191頁｡毒も鳩宗則 (1832-1893)は薩摩出身､松木弘安ともいう｡非府の迅欧使節
に参加した経歴を持ち､第4代外務卿をつとめた｡後に伯爵となる.

(4)l州台43年発行｡京都市立美術工芸学校編集発行｡当時学校に逝されていた r美術工費学校沿革胡料j(原

本の所在は不明､京都市立芸術大学芸術資料館に電子複写が迫る0)に基づき､画学校開校以後Iy=Ji台43年

までの公式記録をまとめたもの｡

(5)r百年史j(前掲注 1書)190頁or京制;府百年の資料 5教育編j(前掲注 1苫)276頁｡特に後者は布達案
の翻刻で､前者と異なる文 章となっており､建議を受けたあとの京都府側の対応が記されているO

(6)淑木慎一 r江戸 ･明治 ･大正 ･昭和の美術番付集成一書画の価格変遷二〇〇年』に収録される ｢全国古今

iLL;画定位錠｣｢現故書画半切価格｣(ともに明治 16年)｢日本恕画仙術表｣(明治 15年)を見れば､全てu]

能村直入が京都画家の筆頭となっている｡こうした番付には南画系の画家がその大半をしめており､当時

の南画の人気をうかがわせる｡
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(7)当時の桜井家の当主は 10代三郎才7術門歯達 (1849-1908)､その他のa:付者の全容は不明oI=(]邦家､桜井家

とも現存｡直入の逗留 した桜非家住宅は国の重安文化財となっており､庭園内に直人ゆかりの射掃草がある.

隣接する吋部屋集成館には､市入滞在時の資料が公開されているO

(8)r京都府百咋の資料 5教育編j(rllす掲往ユllL=)283頁｡境二郎 (1836-1958)は長州llill身oはじめ斎藤米蔵

といい吉Lu松陰に学んだ｡1877咋8月から1883年 10月までに5根県令 (はじめ権令)をつとめたo

(9)渡辺勝 r直入居士伝i(大正 14年11月 ｡画神立発行)82-84頁｡学校建築資金調達の提案となっているが､

書き起こしの際の誤 りがあるのか､理解に苦 しむ部分があるO本邦は稀搬昔のため､ここに転粧 しておく｡

｢去冬十二)=]出之書と一月ニ ト三Fl出之'ij_i=面委緋披見仕風 立替校の郡色々御心配と推察候 僕繭=;i::之趣旨

魁案仕候IJり 内々中上候 lり-然榊取計可相成候.

一､五千旧lT3'ヨリ御下二相成候田,金ヲ以テ公仇ヲ買収 其利子ヲ以テ与〔校ノ資本 トスベシ 但十ヶ年無利)止.

十一-'LFIElヨリ五朱之利IT.ヲt･:二納メ.残り利子ヲ拳校二枚IIL主メ 三十ヶ年日上納ス.饗枚資本金 三十

年ノE.",]ニ凡重商囲二林='ELEl候.戎日五千虹lヲ鈍行二頂ケ利子二辿スモヨシ ト 何 レ二テモ堅固ノ方ヲj-I.
トスベシ

有志矧判金

一､iit･;先生Lf-J 一千ull 似シニケ年二割合出金ノコト是ハ皆丑ヲ以テ納メシムベシ

ー､官Llll=I 一千防l 但シ三ヶ年二割合tILi金スベシ

ー､誰国論押付 -千田l

前l司横地.乍去此金だ.I)-ハ多少雛料 此LJf此一法有妙工夫 ;T.i-･uTrr成就./F去一寸内々可中上候.鴇.I-附

金其家二頂ケ.其利+ヲ咋々撃校二納ク法也.此法豚鹿二和談ノ上ナラデハ六ケ数候間 竹中､国正､

梅村ナラバ猶妙也.iiE学校ノi=Frヲ少シ加へ添=注iI=有之度候都.蒋ク御魯得之上内々御相談可然候 公一

人ニテモ六ケ救候聞 二三人御相談ニテ御収計可相成候

-､謂先生家之説二従 ヒ.侠モー千国ハ寄附可仕候.去ナガラ一帖ニテハ六ケ敷候札 先十ヶ年 卜走iil';キ

共都合次第金納可仕候 3も･4m'h･;模倣襲 卜御推察可被下候程.能参 レバーヶ年ニモ納メ町中候

-､=jlは 屋rfl (商う'iG之社中ヨリlL_L'J金分一年二凹十七両五十按位成 繭Ji:rll社中石戸アル時ハ一戸ノLH.金

凹十七銭五厘也 此分ハ卓テ安キコ トニ兜へl:い候.乍去又別二六ケ敷革有之候へバ.御相談 ノ上吋然

御取7i一同潮 成.)一､紙妙 い 一･､出典屋中 一､筆設屋中 -､桃屋中 一､表具)_drlJ -､遊射出

^Il=J

合/ (但納金ハ前ILl‖司梯三カi紹 IJ合二候也)一千凪

総計JT千回也.此金田lモ公111王ヲ選ヒ利子二担け候へバ.一昨二千五荷田lj利子ヲ牧鵜 此利子九千凪二

州成Ifl仮f''11凹ケiil三ヒほ リー11'-_-/l二千坦川 合シ六千朗J/金高ヲ以 宮ヨリ御rFゲニ相成候fllT･Eti日､共利 /･州

合スル トキハ ー筒二T･Rll除ノ金高二#l成候 典利子ヲ以テ一昨二九千園程之普進朴成候.共問IFiu花手

帳iit_学校 卜定メ 若シセマケレバ.其の側二′トキ物ヲ立テ 三IJLF年見合七侯へバ,;IT本金モ普進入挫モ

相調可lrl候.

Oiut-Ji_L佼ノ地所ニハ竹 ヲ以テ≡巨界ヲ分ケ.建札二志学佼建築所 卜大ユ‡二シ.英側二寄附有志金ノ月数及姓k.

ノ建札ヲ掲ゲ候へバ 三川年ハ直二立物也.恨学校有之候へバりI分有之候間 乍愚案此rl=川ヨ上候.

年 学々校入ギヤ三百匝lJ兄fl-iT)御尤二候.此ハ潤筆料一割ニテ吃 卜柵調可申候.半季二 1･五鐙ノ納メ金ハ

六百戸ノ韮菜ノ有難候問 之ハ井川山水不申 此義御任可然蕃七一候 其上先生家二流行 卜不流行 卜別7
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リ候故二 此処義不行候様推察仕候 僕モ早ク蹄京仕度候へ共不得其意.何 レ不違拝眉常々可中上低

域磨社韮急二相記.早々御送可中上候.以上

一月二十七日夜認 I王摘巨村 境

芝I=H雅笑 ･∃読点筆者 ｡括弧内は原文剖Iijl:.0

(10)明治初期の公債である起業公債 (年6%)や金禄公依 (年5-10%)を参考にしているはずだが､高利で

ある｡しかし､寄付をこの計画のとおり集めることができれば､年6-7%の利息を想定した場合でも､資

本の一部を取 り崩すことで､9000円程度の建築は可能である｡もちろん下賜金に対する利子の支払いも履

行できるので､実質5000f:[:)の寄付をJJきめることによって9000円の建築を行うことが可能であるO在紳Jの

想定は､何か数字合わせをしなければならない理由があったのかもしれないが､直人の計画は､決して荒

唐無稽ではない｡

(ll)『百年史』((前掲注1巷‡‥))184頁O

(12)｢日.']畑欄 ｣明治18年9月15日に ｢京都府下の画工/諸風画専修者 161人 将来者15人/仏画専修者11
人 将来者 2人/ (中略)/将来者とは目下修行中の人｣とある｡『京都府百年の年表 8美術工芸剰 (昭

和45咋3月｡京都府立総合資料館編｡京都府発行)78頁｡

(13)『直人居士伝』(前掲往 9%L)88-89頁｡松方正義 (18351]924)は薩摩Il_LJ.身O則政家として活躍し､第4代､

代 6代内閣給遡!大臣をつとめた｡元老の一人であり､晩年公爵となったO

(14)明治 13-16年の間に受けた､画家以外からの寄付は､147名4682円となっており､直入の思惑には遠く及

ばない｡『百年史』((前掲注1書))181頁｡

(15)直入帰洛直前の ｢画学校創立御届｣には凶宗の構成が末だ整理されておらず､直入の提案と楳嶺の提案を､

単純に組み合わせているにすぎないC凹宗が校則に見るように整捜されるのは直入帰洛以後と考えられる｡

この資料で西宗の記述が詳棚なのは､御届の直前の明治ユ2年 11月に束LlJ双林寺文阿弥で開催された仙画

展糾 (発起人には久保田米俺と巨勢′ト石という､建議書の副書画家の名がある)の存在が､楳嶺の姓講を

受けた府側に影響 したものと思われる｡

(16)『百年虹』((前掲注 1=-出t))｢写真による記録｣3頁

(17)｢率野楳嶺履歴竜nl':EII記｣(｢創立以来実射批貝履歴書絃｣のうち｡原本の所在は現在確認ができないが､京都市

立芸術大学芸術資料鮎に屯子複写がのこる｡)は罫紙6枚に及ぶ長文だが､自筆と思われる資料O

(18)｢久保l]ヨ米倦履歴明細償｣(｢創立以来酎俄員履歴書綴｣(前掲注17資料)のうち｡卦紙4枚に及ぶ自筆と思

われる資料｡)に画学校開校時の記述があり､楳嶺の履歴書に対応 した内容になっているO｢九月草野柿嶺

望月玉泉巨勢′J､石等 卜謀り画学校ヲ起サン尊ヲ儀シ 即IaI-府知事二奉ル 而米倦柏嶺等白ラ奔走諸家二脱二

起貸ヲ以ラス仰 京郡ノ地タルヤ工業家ノ群居スル所美術ヲ講習シテ工業家二及サン蔀ヲ然ル トbW-_トモ

希世邸タルカ故二振賛成スル者農星ノ如シ 戎ハ陽従陰部如候.樵.%･'t逐二病二催リ 米値も一日甚病ヲ1)J一

株加米健二告ケテ日 吾病気若不幸二シテ死セハ 吾志誰力善ク讃カレ 君スンバ能セサル也.諸君幸二

怠勿レ ｣とある｡また､黒田天外 『名家歴訪録 上編』(明治32年6月｡黒田誠発行)124-5頁にも ｢其

頃京都の 絵画が非常に衷耕してゐましたから､私と草野楳嶺と計って､む学校を興そうと思ひ､望月玉泉､

巨勢′トモlなど賛成 して､夫から私が示指大家の虞を説廻ったが､まるで今の壮士的に梯斥されて､一向賛成

しない｡が､幸に其頃横利の知事の時分で､大層仕事好で､西洋の部といふと喜ぶ人であったから､夫で

酉洋のことなど例にひいて説つけたが､今から考へて見ると､定めて不思議なことをいったでしょ｡｣とある｡
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(19)『直入居士伝』(注9前掲杏)85頁｡｢四宗謎学校の創設されるとき､居士から校則を提出した｡｣として､

直入 と府職員の交渉を記す｡直入の建議においては ｢画学校式目｣が､楳嶺 らの雑読においては ｢学校規

則及び課行表｣が､迫って提出されることになっている｡ しかし､楳嶺 らの建議では､続けて､自分たち

の提出するものは帖見なので諸老先生に聞くのがよかろうと付け加えてお り､将に直入に委ねようとする

意図が見えるO実際に楳嶺が表 した ｢北宗教則草稿成ルニ際シテノ楳嶺上言恕｣(『百年史』(前掲注1皇;)

164頁.)を見れば､自らの私塾の規則を下敷きとして作成したが､規模の違う画学校には不適E)Uな部分も

あるだろうから､訂正 してほしいと､その時画学校の担当となっていた府の明石博高 (1839-1910)に皇‡:き

送っているので､画学校の校則への関与は考えにくい｡

(20)『直人居士伝』(注9前掲普)90-92頁｡明治15年 10月から18年ころまでにむかれたものと思われる.凹
宗の内訳には開校時の規則を補う記述があるO｢囚テ同志ノ社友二謀り迎撃枚ノコト建白ス､幸二官許ヲ得

テ志願ヲ達スルコ トヲ待タリ｡明治十三年七月大l≡Ⅰ本滋初凹宗豊学校と桝シ､恨二西京二開設ス (哲御輿

殿ヲ用ユ今織殿二移ス)東西南北ノ四宗ヲ分チ (束宗 土佐派､大和派､浮世派､丸山派､1些川東派類ヲ束宗

トシ､抽給派､茎!き給派､采l買.派ヲ西宗 トシ､文人派､逸品派､士夫派ヲ南宗 トシ､q;'J:野派､雪舟派､撰述派､

俳立派類ヲ北宗 トス)各師匠ヲ撰 ビ生徒ノ所好二度ジ之ヲ教導シ早ク堂二登 り室二重ラシムO然 ドモ未ダ

貸費給費ノ嬰二及バズ､是我貧生ノ馬二深ク憂フル所也｡(中略)然リト抑モ好LWJ.ナキ時ハ教導を41EJ'ルコト

能ハズ､古整ナキ将ハ法ヲ見ルコ トアタハズ､肌友ナキl呼ハ切嵯ヲ鵠スコ トアタハズ､新選ナキ時ハ変化

ヲ知ルコト能ハズO此LlJ物アリト維モ資tt･ナキ嶋ハ入校スルコトアタハズ｡是耗私塾ヲ閑クエエンナリ｡(中

略)然 リト錐モ我私塾ハ南宗ノー派二シテ束西北ノ三宗ヲ合シ相共二之ヲ教導スルコ ト能ハズ｡之ヲ如何

トモスルナキ耳｡｣

(21)神崎憲一 『京都に)/さけるIj本避史』(昭和 4年9月｡京都精版印刷社発行)19-23乱

(22)黒田重太郎 『京都洋画の梨明期』日嗣 1122年1月｡京都市編 京都叢書 6｡高桐諾一院発行｡)80-95頁 (改

訂版 59-70頁)｡

(23)島田康寛 『京都のEl本画一近代の揺監』(平成3年7月｡京都新聞社発行｡)1021118頁O

(24)F京都府百年の資料 5教育編』(前掲注1昔)2831284頁｡

(25)『京都の洋画 資料研究』(超音 ｢京都の美術｣ 口)(EIを柵155年3月O京都市美術館)36146頁｡57-68頁｡

(26)『百年史j((前掲往1丑‡=))25-29頁､177頁､506-507頁｡公刊 されたものとしては､出仕について基本的

文献だが､誤 りがあるので訂正を要す｡25頁本文右 L2｢駒井龍倦｣は ｢久保肝米倦｣の誤｡29頁本文左

1.20｢大角成充,I_1_r.仕となる｣は ｢大角成充嘱託教授となる｣の誤029頁本文左 L31｢96久保EEl米倦､出仕

となる｡｣は ｢91久保田米倦､嘱託教授となるO｣の誤｡これらの誤は同譜の他の低所にも影響 している｡

(27)島l=l≡l康寛 ｢純蔵 ｢東都における明治初期の洋画の状況｣(『三の丸尚蔵飽年報･紀刻 約6号｡平成 13年3):j｡

宮 内庁三の丸尚蔵舘編｡宮内庁発行)0両学校西宗について考察する｡

(28)斉藤全人 ｢館蔵 ｢京都府画学校校員酬 J.!i｣について｣(『三の丸尚蔵館年報.紀要』約12号O平成 19年3J=J｡

宮内庁三の丸尚蔵館編｡宮内庁発行)｡明治 15{Lr:'･に画学校ll_LJ.仕 60名によって制作された同画帖について考

察する｡

(29)『百年史』(前掲注1譜‥)135-136頁Oただし､同壬iの翻刻には､｢京都訟撃校山tl二月給表Ii付録｣が割愛され

ている｡これは､給料細の根拠を表 したもので､潤筆料を基準にして給料を升出したことがわかる｡画学

校出仕が官制による山1:I二とは輿なるものであることを示す資料である.その一部を翻刻 しておく｡
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｢京都府重学校出仕月給表附録 (印形 ｢金崎語｣)

第一等出仕 即正教員上位 月給金百廿国

是ハーEJ拾五円ヲ得ルヘキ技カノ者ヲ以て充ツ即-Ej拾五円ニシテ 此一ケ月合計金四百五拾円ノ (一

月州I]算葛)凶分-ヲ給スルモノトス (但五捨六人ノ法二依ル)

(中略)

第十二等出仕 同 (筆者注 ■即人格)上位 同 (筆者注一月給)金三田】

是ハ一日拾銭ヲ得ルヘキ技カノ者ヲ以て充ツ即一日八拾銭こシテ此一ケ月合計金廿四円ノ (同上 (筆

者注 ●一月-1H-日算普))ILtl分-ヲ給スルモノトス (同上 (筆者注 但五捨六人ノ法二依ル))

以上皆五括六人ノ法二依ルト抑 トモ十等以下人格ノ分ハ恨二此定額ヲ立ル者ニシテ追テ本楯二引直シ正

常四分-ヲ給スルモノトス

(30)『文書解題 古文書編』(平成 19年 11月､京都府立総合資料館)p32-3｡模写にあたった画家のうち名が確

認できるのは47名｡うち望月玉泉 ･森寛斎 ･国井応文 ･中島有章 ･林捌雲 ･前川文嶺 ･八木雲渓 ･村瀬玉田･

浅井柳塘･重春塘 ･薬金石 ･加納黄文 ･巨勢小石 ･中西耕石 ･岸竹堂 ･羽田月州 ･幸野株嶺 ･久保田米倦 ･

山田文厚 ･鈴木瑞彦 ･野村文挙 ･伊沢九重 ･鈴木百年 ･桜井百嶺 ･今尾景年 ･鈴木古幡 (松年)の26人が､

開校時の出仕である｡また､この時の模写者に中には､遅れて出仕となる嶋田雅喬 ･山岡墨仙 ･田中有美

の名もある.他の画家としては吉阪薦峯 ･村上和光 .石原前石 ･菱田EI東 ･小沢文隆 ･同順清嘱 ･□LLl松泉 ･

永瀬雪山 ･那瀬要石 ･中島華陽 ･福島半倦 ･狩野永詳 ,長野祐親 ･円LLl応立 ･土佐光文 ･鈴木百翠 ･前田

暢堂 ･塩川文麟がいるが､この中にも土イ左光文､前酬場堂､塩川文麟のように開校時には死没しており､

その継承者が出仕となっている者がいる｡

(31)袖崎憲一 『京都に於ける日本蓋史』(前掲注21書)14-15頁｡

(32)これを明治 11年 7月に制定された ｢中学並師範学校教員等級月給規則｣と比較すれば､助教員の6等に等

しく､ほどほどの水準であった｡

(33)『百年史』(前掲注1書)125-126頁｡

(34)生貝は､正規のカリキュラムを経ない生徒という位置づけらしく､出仕の技力には達していないが､すで

に画家の生業に関わる者が対象となったとされる｡開校 した明治 13年に画学校の卒業生第 1号となった西

川桃嶺は､草野楳嶺の弟子で､この生月として学校に学び､検査を受けて卒業生貞となった例と考えられる｡

卒業生員はさらに検査を受けることによって､出仕となることもできたため､明治 14年に等外出仕から出

仕北務を任命さjlたのはこの西川桃嶺であったことが推測さjlる｡

(35)前川文嶺･森雄山他 ｢春日社灯篭正倉院刀子手向山八幡裂等器物図｣(明治 14年写)､国井応文･跡見玉枝 ｢唐

鞍馬虹1封｣(明治 14年3月2日写)は出仕による在任中の古器物の模写資料であることが確認できる｡また､

西宗を除く各宗で使用された運筆手本の中には､教員以外の出仕が制作したものが多数遺されているG

(36)袖崎憲一 『京都に於ける日本宣史』(前掲注21番)22頁O

(37)画学講談会は､田能利直入､鈴木百年､森寛斎の3人が明治 15年5月 12日に画学講義担当を命じられて､

開催されるようになった｡蘭学講義担当は.出仕の枠組みとは異なる特別な教員であるが､やはり鯉給であ

ったと考えられる｡詩文会は明治15年2月15日に草場廉を招いて第 1回が開催された｡詩文は南宗の教

科のひとつとされた｡こうした画学校の文化企画は田能利直入が主導して行われたもので､明治 18年の校

則改正案では､これらの催事に教員出仕の出席を明記しており､基本的に校内に向けられた事業であるこ
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とがわかる｡

(38)この改正後の出仕等級表は F百年史』(前掲注1==出)に収録されていないのでここに全部を掲載する｡底本

は ｢第二批/沿革史別n廿/創立以来/職員執務規程｣によった｡

｢ 明治十凶年一月 (罫外注記)

(印形 ｢積和｣)

京都iit.学校出仕･等級衷 (印形 ｢吉田秀穀｣｢金llF据3''･｣)

此ノ三等二班スルハ 此ノ三等ニ班スルハ 此ノ三等ニ班スルハ 此ノ三等ニ班

スルハ製画榊晶 ト評下スヘ 製画妙'晶 卜評下スヘ 製画能晶 ト評下スヘ

製画其画ノ本格二人キ技力アルモノ キ技力アルモノ キ

技力アルモノ ルモノr'l=[']位 利l品
妙 晶 能晶 人格第一 第二 第三 節-

第 二 第 三 節 - 第二 第 三 第 一 第二 節 三等級 一 等 二
等 三等 凹等 五等 六等 七等 八等 九等 十等 十等 ±等

百円 七十円 五十円 辛門 守円 十五

円 十円 八円 ｣./ヽ円教員等級 一等 二等 三等 一等 二 等 三等 一等

二等 三等償.fErji給料
五 州 廿 十 十 七 五 川十円 五円 五

円 五円 円 円辛 両 再 再教員 捌教員 助教附録

常校山仕ノ画カヲ凹晶二分チ神品妙品能1'.

=[']人格ノ凶区トシ即チ十二等二班叙ス教員副教貝助教員共二第-等ヨリ第三等二至り前イIE:lZglfilll=JIJヨリ選

挙スルモノトス教員ヲ撰フハ投柴ヲ以テシ投票ハ出仕二限ル=EシtLi'.仕外ニシテ特

二教員トナルモノ錐 トモ光ツ製画ノ見本ヲ思校二納メシメ之ヲ品評二附シ其等級ヲ定ムルモノトス教員助教ノ辞令ヲ受クルモノ､給料ハ校数ノ都合ニヨT

)'i,=E,'分其半徹ヲ給スルモノトス首校二於テ鯨月競進展覧愈ヲ閑キ教員Eli'.仕並生徒ノIlIl･前月

二製シタル院卜画ヲ品評シテ其坐次ヲ進退スルモノトス 附雌上揮立ヲモ為ス春秋両季二大会食ヲ起シ贋ク公衆ヲ合同シテ製画ヲl
L
.-.Jl討シ以テ教員lliJ.仕

ノ等級進退ヲ為スモノトス此骨二評'/定シテ表面ノ利ll'.=El節一夕ル技カノモノハハ校ヨリ紬IT-['l第-ノ誰.jE.

iヲ附輿シ之ヲ府臆二上申シ又之ヲ公衆二

膳告ス可シ以下倣之(39)『宙咋史』(前掲注1書)127-128頁｡

(

40)r百-/ll三史』(前掲注1書:)160-161頁｡(41)『百咋皿 (前掲往1書)164頁｡(42)『京

都府宙咋の資料 五 教育編』(前掲注1%L-)283-84頁｡(43)｢i障lS-史別Ilu-/む学校Ji

'.仕人名簿/附用掛人名紡｣は画学校の山仕に任命された者の履歴書の一部を控えとして転記した簿fflr｡原本の所在は現在確認できないが､京都TIl立芸術大学芸術資料館に電子複写が遺さ



とんど欠落している者や､SiLと記が見受けられるものの､ili一重な情報を含む｡全部で97名が収録され､摂理.

田能村直入を含む｡ただし､池LU件仙なる画家は裏付けとれず恐らく誤写と判断され､久保田米借は後に

嘱託教授に任じられた時の記録を誤認して転記していて如効である｡出仕としては､都合94名が収録される0

本簿仲に収録されていない出仕は15字.いる.附用掛人名簿は､明治12年に持仏された工商93名のうち､

寄付協力者を中心に､改めて用掛として事業協力を求めた際の名簿である｡

(44)改正案では､｢画学ヲ分ツテ凶宗 トスu束宗 (E1本写生画大和絵之類)Elク西宗 (洋画)日南宗 (支那画)

EI北宗 (和洪合法)｣と改めており､宗I);)の塾制を廃するとともに､和離洋という匡Ⅰ別の様式で区分を説明

しようとした｡

(45)JTE･商務省博覧会掛版｡明治17年5ノ｣O国文社発行O(東京文化財研究所編纂 r近代日本アー ト･カタログ･

コレクション 004j2001年5月｡ゆまにfB-:房発行.)そのほか､r明治十五年内国絵画共進会審査報告肘鉄j

(東京文化糊研究所編纂 『近代円本アー ト･カタログ･コレクション002｣2001年5月｡ゆまに空｢房発行｡)､

『第二回内国絵画=)E;.進会褒状授与人名表』及び 『第一回 ･約二恒l絵画共進会授賞』(『近代日本7- ト･カタ
ログ ･コレクション004』前lqii')などが参考になる.

(46)利日時怒- r京都に於ける日本迎史J(前掲注21番)24-26頁.r明治17年内国絵画共進会審査報告j(前掲

注45壬三二所収)｡

(47)副教員時は月頼15rrLo三等教員時は)｣徹20円であり､｢山仕任用内規｣の等級見込表からすると､lll'Iu致Li

は月額30円なので半額､三等教員は)｣柵50円の半額で本来25円のはずが､さらに2割減額されている0

(48)｢美術工蛮学校沿革材料｣(前掲旺4軒科)によjtば､他の副教員､三等教員への支払いの記録はあるが､

直入には支払いの記録がない.また京都frl美術学校または京都市美術工芸学校の摂理を務めたl人Ji'i甚三郎､

上田正'iE'の場合も､それぞれ京都rr川礁Alが兼務したため､これも学校は給料を支払っていない｡

(49)r京都府百J'F･の資料 五 教育編j(前掲注l書)283-284頁0.1日.仕の職は4'!JJに辞退しないかぎり継続したた

め､副教員を退任した者についても､LL'.仕の身分は継続していた｡

(50)松村梢風が F本朝画人伝 巻五｣｢幸野楳嶺｣に ｢このときから､京都の絵画界では ｢画学校出仕｣という

ひとつの資格字.日がはじまったOそれは大家の門にある者が柑入り (独立)したときに与えられるもので､

事実はltiF.仕するものでもなんでもなく''l?名にすぎない場令が多かった｡｣と古いているのは､ある相生TJr･尖

を反映したものと考えてよい｡

(51)明治18年に検討された校則改正の草案 ｢京都府画学校規則改正案｣(r百年史J(前掲注1番)｡130-133頁)

が迫るOその第67条に ｢遠隔地二位居スル画家二シテ例)l会同スル能ハズ ト排モ相当ノ技カヲ有シ本校ノ

主旨ヲ遵守スル旨ヲ哲ヒ履修履歴-;l!卜見本画 トヲ孫-テLL州二タラン蔀ヲ願出ル時ハ之ヲ採用シ尚LH.仕ノ部

二編入スベシ/但本校教員出仕ノ紹介二非レバ採用セス｣とあり､遠隔地在住の出仕について触れている｡

ただし､明治18咋以後､出仕のJ.tこ顔は減少する｡内国絵画共進会の開催など､全国規模で画家の公lIIJ評佃

の楼会が生まれたことと連動するものと思われる.

(52)｢美術工埜学校沿革材料｣(前掲注4;ff料)から出仕となったことが明らかでありながら､本簿冊に収録さ

れていない者は15名いるOこのうち幽川桃嶺については任命が明確に記録されていないが､明ifH4年-ll

月29Elの項に ｢等外一等出仕一才,本校出仕兼勤を命せられ本Uより就職す｣とあるO翌 15年4J113Ilに

｢等外一等山仕依願免職｣とあるのは北勤を解かれたということになり､このような処遇の対象となる人物

として唯一考えられるのが､乍業Lt'_約1号の西川桃嶺である｡明汗715年の ｢画学校広告｣にその才,がni-LI搬
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されている点も説明もできる｡

(53)京都市の所管となった画学校は､校舎にさえ困るありさまとなり､これを建て直すため､明治24年に京都

市美術学校と改称し､両議員と協賛貝の制度を新たに設けた.就任 した者の多くは商工家､画家､学者で､

かつて出仕や用掛を任命されていた者も少なくない｡

(54)巣Lll天外 r名家歴訪録 上編J(前掲注 18番)297-298頁に ｢二十一の時に或事情の篤め師匠の許しを得て､

今の常磐の庭に在た韮嬰校に入ったO此の時分に謎か東西南北と分れて居て私は北宗でしたが､各宗にち

ょい ､､､遊ひにいて､描方の襲って居るのを見ました｡｣とある｡｢常磐の虚に在た宣学校｣とは常磐木

町近くの織殿を仮校舎としていた嶋州と思われ､当時栖鳳はまだ-1イじであったし､栖鳳が21歳のときは､

すでに.出仕となっているので､記憶は少し錯綜している｡また､栖鳳は明治22年幸野楳嶺が西洋画科廃止

I711題の混乱を受けて退任する際､迎放 して出仕を辞退したという伝があるが､学校側の記録にはないO

(55)明治 15年の ｢画学校広告｣(前掲抹42資料)は､月例展托会の広報を行うとともに､学校経費にあてるため､

その展示作品の頒布について記している｡

(56)｢美術工糞学校沿革材料｣(前掲注4望i料)には明治 17年 10月8Flに ｢本校建築地を上京区廿組T立pl'1;過

新町西入元合薬会社跡に定め標柱を建つ｣とあり､その後学校の姓築城所についてはIllI折があったことが

Jlr-.測される｡この時指示さjlているのは現在京都府野が置かれている場所である｡

(57)r百年史l(前掲注 1iilJ)189頁｡
(58)真削tl韮太郎は著作 (前掲注22fE=iÌ.92頁 (改訂版 67-68頁))の中で ｢各宗二十名の定員が西宗だけは超過

して凹､五十名にも及んでいた｡｣と､当時の西宗人気を伝聞として記しているO

(59)｢簡学校出仕人名簿｣(注 43参照)に附された ｢用掛人名簿｣による.以下に全文を掲載する｡人名録につ

いては原本 1列を2列に並べ替えた｡項日中 ｢同｣とあるのは直前項の内容をさす｡読点は筆者｡

｢十凹-/lF一二月二日伺ITIJ. 控 (金崎T.-.Lt.I.;) 勧業課 (吉田秀穀)(森LLl)

学務謙 (不読)(池E刀)

用掛リトハ例之撫給之用掛リカ (谷口)

別紙純水六兵衛外七拾武名之俵ハ.一昨明治十式年十二月勧業助江御召集.旧知事殿 ヨリ画撃創立二付

同業有志糾合方御説諭相成 T).共後勉励致シ.数多之金員寄付之功ヲ奏シ候者二テ 元来各自工職 上画

之必安ナル事ヲ桝知i泥在 本校創業ヲ希望候ヨリ 前陳之加ク.和迩候義二有之候処.本校既二創業相成り

紺別殆 卜相整候 何両者.府下工職上及諸製作之去巨礎ヲ正シ.一着物証興隆之為メ.校内二工業科ヲ闘キ.

各宗I'_tJ.仕之内ヲ以テ適任之者ヲ撰ヒ之二充テ 工業誰下給等調製致度.即工業科規則試編中二付両者別紙

之数名江.本校用掛御中付候皮 然ル時ハ此数名江相嘱シ.諸家工業諸下線等紹介為致候ハ ､ 校二於テ

ハ維持一途ヲ増シ.工峨家二在InJ'者不准之画ヲ用ヰス.随而其栄誉ヲ進メ候義 卜相考候臥 此段奉伺上候也.

明治十四年二月二日 画学校 (金罪譜)

FltllJ以本校教員者勿論希望罷在健二付此段漆而中上挺候也 (小山)(草野)(池田)(盟)
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明治十式年十二月廿二日知事殿説諭ヲ承ケ工商同業之有志ヲ糾合シタル人名録

陶工 五条坂 純水六兵衛 同 五条坂 高橋道八

同 五条坂 入江道仙 同 五条坂 西I刊伊八

同 清水 幹山悌七 同 東田 綿光山宗兵術

陶器商 下京八組五軒町 政旧利七 呉服現金商 同拾九組石不動之町 下村源栽

同 新町通五条南武町目 井上七右衛門 同 烏丸高辻南 飯田新七

同 下京姶凹組四条御脚Ir 熊谷市兵衛 恕画商 寺町通姉小路角 熊谷久兵術

同 下京第ILEg組通称ErJ- 島川長次郎 同 上京三拾組 天性寺前町 能勢駒治郎
七宝焼工 下京約八組堀池町 北川靖之 織染工 下京拾三組茶磨屋町 村上虎治郎

銅器工 上京武拾八姐御池之町 金谷五郎三郎 銅常諒工 下京拾九租植松町 紹美栄祐

同 商 富小路五条北 吉田安兵衛 同 寺町通御池Jq 下村九兵衛

同 五条通柳馬場 田中施太郎 -ri当.林 上京武拾九組前之町 村上勘兵衛

同 下京凹組桝屋町 出雲寺文次郎 同 同五組大文字町 田中油兵術

玩物人形卸 同拾三組徳正寺町 Wi･水治兵術 同 同袷九組植松EErJ 野村晴右術門

表具職 黒門通中立賀上ル 松浦亦三郎 同 鳥丸通爽川上ル 奥中吉平
俳画表具 下京凹組堂之前町 赤松走治郎 木綿模様物取扱商 諏訪町五条Tル 辻忠郎兵術
同 烏丸五条下ル 藤原忠兵衛 形付紺染工 下京壱組錦大宮町 田相次助

漆器商 下京拾三組中之町 西村彦太郎 同 同五租大文字町 稲垣孫兵術

蒔画工 押小路通姓屋町東 浅野孫七 半襟商 下京拾凹親御旅町 LuI崎倭文

幽禅染商 三条通室町西 西村治兵術 同 下京三組御愈町 西村組左術門

同 束洞院御池上ル 内貸摘兵術 同 同 多田佐一郎

同 下京凹組膜屋町 市田埋八 上代板引工 岩上通蛸薬師下)L, 林長治郎

俳工 下京六租石橋町 和田九右衛門 繍 工 烏丸松原上ル 福井清七

細工 下京四組一道社町 堀井久七 西l坤織物仲買 室町通二条上ル 失代庄兵術

同 油小路御地下ル 森治郎右衝門 同 蔑屋町上長者町上ル 新賓八郎兵術

同 元aTJ.願寺油小路西 小西治郎右街門 同 下京四組御肘山EErJJ 中村半兵衛

画具染単純 一条通千本西 長榔仰兵術 同 松原柳馬城東 紀 藤兵術

画刷毛商 寺町綾小路南 西村欄兵衛 扇子簡 下京凹組瀬戸屋Ill1 西村安兵術

同 下京拾九組元神明町 平野久五郎 扇子地紋商 同 四組坂東屋町 内藤半右術門

団扇商 同 拾五租中之町 綾 喜助 石 工 山城囲愛宕郡白川村 岡野悌三郎

大工 大官通七粂上ル 鵜飼源三郎 同 猪熊通三条~Fル 三上吉兵術

紋織工 上京壱組天祁北町 伊達珊助 福子織工 同 三組花畔町 小林伊助

画絹織イ1いiJ'f 同 同 井田町 杉本伊助 同 同 八納北御前町 酒井長四郎
同 同 同元妙蓮寺町 中 孫三郎 繍 工 上京武十七組松屋町 大下藤七

祇紗商 烏丸七粂北江入 田中利兵衛 幽禅染織 醒ヶ井高辻北 山田宗七

縫箔職 烏丸姉′ト路北 安田新戦 同 七粂烏丸西 並川吉兵衛

同 凹粂通猪熊西 金森吉兵術 陶工 菜EEl 帯山輿平

画具商 下京廿凹租上大阪町 野間庄兵術

(60)r第二回内国絵画共進会出品人略許･.tlij(注45前掲番)には明治 14咋4月に出仕久保甜米悔 .岸九岸 ･小l]ヨ
半漠が工業委員に任命されたという記録があるため､校内においてもかなり具体的な検討をしていたこと

がわかる｡

(61)F百年史｣(前掲注1空‡:)191頁O
(62)r百年史』(前掲往 IP=i-)163-164頁.｢北宗塾中規則草桁｣の第九13に第-灸から節五条までが定められて
いる｡
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(63)｢草野媒城履歴書棚記｣(前掲注17資料)a

(64)『百年史』(前掲往1譜一)166-168頁.｢京都Id学校教則｣｡明治16咋6月に庶即金崎寿から府知蔀北垣凶道

に改71-_がlP請された諸規則のひとつ｡施行については不明である｡

(65)F再咋史j(前掲注1壬F)13.3頁 O｢京都府両学校規則改正案｣の第86条に ｢本科ハ校内別室二設ケ其人ヲ

挙ケ:i-I,:従ヲ募 り実地工芸上ノI対画調製ノ菜ヲ起シ大二物産ノ糊巧ヲ謀ラン部ヲ期ス工業科規則別1I廿アリ｣

とある｡

(66)『百年.史』(前掲注1譜:)141貫O｢画学校;)A則改_TF.案上l帽i:｣｡

(67)｢美術二仁埜撃校沿革糊料｣(前掲注4資料)の ｢校長｣の項に ｢仁l明治十四年三月/十七年三月/摂挫 Ell

能村小),E｣とありながら ｢職只｣の項には ｢l什能村′ト虎/明治十三年六月十九日用掛/同十四年IJLlll什一

日摂B=l!./~Ll'二年十二月退｣とある｡摂判!が･Jtl.rI給であるところから､校長の株限を笠井に移した後も､職を

解かれていなかった可能性がある｡

(68)10月24l=Iに寄贈されたO何人の収集 したWJJ.代II■凶絵画と直人FIイ乍模本及び､煎茶器を含む直入Iu)7;.k文房

具で構成され､現在も京都†flHlL芸術大学芸術資料鮎に全て遇されている｡

(69)明･約24年5月21El直入はf]'.･Ilrr広/J､路 (京都市上皮区)の自宅に ｢南宗画学校｣を榊佼 し､翌年 10)lm中

村 (茄郁IJl左京区)に移粧 した｡神崎慈- rlか一都に於ける日本iLE史｣(前掲注21讃‥)293-295頁｡

(70)注59参照｡
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別表 画学校出仕人名一覧

過香 任■ゝ. 人名 任A 別称 宗名 読派 柿名 坐辛 没辛 出身 堤住 備考 出仕 匡l

絵 京那 第 琴 画筆8P日 Err)時辛蘇'1 等 '2 地̀3 節'4 '5 人名簿■6 図模写画家▲7 悼氏AT描蛋画家●8 回内国揺画共進一ゝつて▲9 面

内国揺育共追一ゝ7万̀9 枝響貝画帖'100 =稚拙tf二人 68令 :椴 .小仲 乍 二榔経過称 :小価 1兆jlf!_ 庇入門 r日経村竹‖岡本梅'Zl' )814 19O7 大分 (竹I1日 上京1

左寺町辿広小指 lrル 束桜木町 北村うめノ)- 1884/02/27jU11= 44 ◎◎ ㊨I

1880/6/)9 ).tp.lL'占ilHI. I 火宗 ? ラ ? ? ? -7 282 1880/6/19 川井応文 ｣8JT-:伸質 (,=,i:棉/

.,点 火詫 円両派 1J山 'l!L 18:33 1887 京都 F京Ⅰ東lq灸iLtI.I:.i-ノLLftl'入 歯谷鉾町 ○ ○ △ (⊃ ○3 1880/
6/19 竹川;k広 42通称 :′ト太郎 束宗 l一リ山派 lll由塩川 麟 18.39 ? 京都 下j;,:区lJq粂辿例!.!:I;lLWtlJ人 立売中之町 16

△ △ ○4 1880/6/19 一二1Jz光武 37幼名 :恒九 火宗 卜佐派 上佐光i l844 1916 京都 L,i,.-J天 (申I;LLIxI)鮭川_町辿丸太町~Fル 舟hi町 14

○ ○5 1880/6/Ig 申ムーJjイ1117: 44′1::文郷 別',jー:嚇htミ 火宗 rl川l派 一里 古来池

辺南.f:L=LJ応 18f37 l905 京都 ヒ庶区 (申J;1-IxI)新町過押小路上ル 所町 12 ○ ○ ○6 1880/6/19 林 川二'1壬 ? 名 :成串 寸::文放虻 二 橘 火宗 川粂派 横目l

■? 1879 5-414 ■～ 17 ○ ○7 L880/G/19 原 /r.I.li上 32 J,I:松11;こき字:十比 火諒.I 小JL派 ll;I:衣 (1

. l8∠19 l916 1-JHI; ｣-J;.亡lさ二申j'/.,jdidl'if.lmLh-入 二JJ[l 8 ○ ◎｣㊨ ○8 lll11川文城 ∠I4'ナ::千綿 lAi;ー:日光 火',+.: lLl灸派 TliI)JI.鰯

l837】9】7 川lS F:li..'区堺E町jifL松Jl;日:Jレ鍛冶屋町 ll(⊃ ○ △ △ ○9 l880/6/lg 村榔1;.HE 29名 :徳温 号 :彩'li:..;ラ 東宗 川粂派

相称嬰石 】852 )917 京都 上式1-区 (ll');くlメ二)Ur町適二条下ル ilJf川り 布1'l.I( 火);iLJi.I.日本橋I亘新I'Jr1llr12禰=地 13 ○ ○㊨㊨ ○10 号!
):ll;.泉 ｣7令 :iri等 字 :i三辿称 :巌三 火宗 望ノHiJF( 望月1.I.川 1834 Ⅰ913 京都 I-.庶ri_(中火l左)'宅町立垣丸太町下ル 道JA.町 10席Ff' ｢_

等教ll 3 ○ ○ ○㊨ ○ll 1880/6/19 麻 雀虎 67名 :公LJぎ字:(-''llf 東宗 rr1日I7LJF< 蘇微l 太目r粘 181｣ 189上l 山n

(戟) 上);,:E亘 (lい);i-lxI)堺町jiiz丸太町下ル 塙町 】0 ○ ○㊨○12 1
880/6/19 森川m文 3∠l4II:炎絢 乍 二Ltl!J'- 火Si: 川灸派 -長#JH前川五 椎 1847 l902 捕; 卜.庶区 (小I;..LJメ二)堺町適丸太町下ル 橘町

′ ㊨ ○ ○13 l880/6/19 八木'ii:演 39 火',;I.: 川粂派 八木 テ准 1842

l892 I:郷 . lニーiJ;Lx二(ll-i;flメ:)衣棚適御池下ル 妓浜町 l64裾地 15 ○ ○ △ ○j4 小山 -:j韮 2l 州宗 小目‖■リ ? 18

60 1927 柿jト(禰Jト) 'J, :_甘故u15 川村J,;:.:立 35 i3.:月棋 lJq宗 ■～ 大願;iI(軸 18̀l6 1918 );iJ榔(-)て1-紘) l''京区 (火l

lll*.) 1:ll.(75;り=J見町 故u 6 ○ ○16 1880/6/l9 JiHEHJilll*11 ■～ ダl:1Jー&._i. l叫宗 ? 9 ウ ? ? 束洞院迎JUVr17 1880/6/19 iR)I-.柳卿 39銘



20 ′ト田半渓 4∠ーYl:Lrll字 :Ij(-)i= fb'宗 南宗派 liIIIH鉄,,由徐雨 :(ユ｢..‖)tF"] 1837l902 克郎 F}iL-J真木肘fll地紋′ト路下ル 天-r_町7芥戸

9 ⊥ゝ ○2l 1880/6/19 加納英文 57 lb'宗 l′q粂派 野村峨LLJ,..演叩ーt 18241891 愛知 (良) 上京

区 (l一二り;て区)問之町適二条上ル 炎町 27○ ○22 1880/6/】9 巨勢′ト石 38名 :金起 南宗 lj教派 ∫-LlI:'-.迎Ill･IJ唱排ノ仁 18431919 i;..'都 L};,:区 (Jll

)ii.'Ji.)御幸町適御池上ル lh屋Jlfr l886/08/28-放論 ∠l ○○㊨ ○23 1880/6/19 亜 香城 48名 :ljlT]/_-乍 :漣1'1- 南宗 ーil-J-宗派 河北イ締i

tLqf1:319∩4 5;,:桃 L).Li'区 (小l;((亘)I..了i:JJ､路通二条 Fル 抜擢町 20 ○○㊨ ○24 ー880/6/19 谷口諾山 65名 :貞二 1::上幹 南京 南宗派 4'ド糾l'

‡文姐.')-久端Jf;三速舟‡名硲翁 lSl61899富山 (立山) Fl剤亘 (■ll7;,.Jlさこ)東洞院適凶粂上ル 阪東町 制裁Ll 18 ㊨○25 1880/6/19 中西排石 74令 :ヌ7-
午 :rh咋11rJ号 :竹聖 摘宗 繭宗派 篠崎小竹小IHilTj.悼松村1;:..文 18071884 福岡 (rfJi!)下京l亘 (東LH*_)ii■i'-水三TE] (⊃○㊨○

26 1880/6/)9 泰 金石 26名 :辰 ヰ::lT''JJl色 南宗 南宗派 中西排イ了 1855 ? 京都 卜京J左 (火lEJI*.)安井北門通 L._ルノj
#′ト粍l与川pJ耽(詞町lh-川 22 ○ △ ○

○27 1880/6/19 前一刀荷香 48字I:絞生 南京 柄宗派 前日1悩催 (半出)1833 1905 東邦 IIJii,-区木hiEllJ'通松原上ル 美濃以町 21 △ ○28 松本酔空 ワ

輔宗 ? ? ? ? ? ワ29 1880/6/19 相田香谷 50名:叔 南宗 南宗派 鉄翁J1-i.7.秩(:r:1十川ーL

門f翁IIIFtl 1とりⅠ1912福岡 (博多) L)ii-区 (rl=l5;11メ二)本屋町適二条 トル二TEL L.榔本町 19 ○ ○ ○30 1880/6/19 伊沢鶴ii三 5

4lJ.:九iJii 北宗 鈴木派 S5-本 1̀咋 1827 ? 和敬… ド)ii-[左寺町通桂小路長等 J,.;-.;永町甘木神威方 3∠l○ ○ △ ○31 今尾宗年 36FI:永仙 L1-

I.:f一桁iLj.:三並 北宗 鈴木派 1■イドtが 18451924 京都 L..京lヌ二(LLl)itlExI)柳馬場適QilJ-小糊 トル 油以町 5 ○ ○㊨㊨ ○32 岸 竹堂 55
タ,:lEj練rT::+刺通称 :八郎 北宗 梓 派 ufT.帖迎 .If.I.顔 1826j897 滋in' E._京区 (小川東)柳).T.i場iig二条トル 等特院MJ'2.5-蘇)=lJ I ○ ○

△㊨ ○33 1880/6/19 久保lfl米幡 29名 :捕'iE rI::mirl 北宗 鈴木派 さ咋川.～. l852 1906 京都 下

フ;1-区 (lFr};(I亘)ill-洞院適鈍′ト抑トル 元竹rll"ll州側 (⊃○◎j◎ ○3∠l 1880/6/l9 草野楳戟 37名:出 =1--.:!il.Plfi ｣ヒ宗 塩川派 llj):5

riJIl 18441895 京都 ｣二);i-区 (lfLi;亡r<)新町適御池下ル 神明町 J三等教員 2 ○ ○ ○j◎j○35 1880/6/19 桜井百.%t 37 北

宗 鈴木派 鈴木ー′川ミ 1844 ? 東郷 F一皮区[':.';辻辿油′ト輪西入 西京:.'1-辻町 30○ ○ △ △ ○36 1880/6/19 鈴木松年 33rl:ICl:賢 J,;一二E

'rt笹 北京 鈴木派 鈴木百咋 18481918 京都 Tli1-区 (r一二り;てlj<二)瀦洞院適錦小路 LJレ 元竹HEErTI--:等教n 23○ ○○㊨ ○37 】880/6/19 鈴木瑞彦 33

り一二文tr=7.,I::7-1■l''. 北宗 塩川派 塩川文蛾 1848 】901 京郁 下血区 (中j;i-[メ二)六内通新町酉入 所/Lく角町 32(⊃○㊨ ○ ○38 1
88()′6/19 鈴木百iF 5,3yl:JAL.-=j 写.:人柿茄 北京 鈴木派 撫mtI' 18281891 i;i,'都 Fー};i'区叩灸適Al'洞院東大 立証西I町 lF

.ilJ教fl



42 榊服水仙 ∠10彰.:宗lqi. 北諒; 鈴木派 木毒 叩 1841 ? JT;(那 (太案) 1Il;2:lメ二木矧lrT適松城日._)レ:_Tl∃ =}u:.Ml 綿で..'1 京都府1割!川1;太

秦柑 33 △ △ ○43 山1甘文15J: 35名 :平三郎 LT::刺-r': 北宗 塩川派 春Jl本 ▲】'.糾■l':珍 1846190 2 京都 卜liLJlメ二(中京区)lL.'.Ii.壬

LLけ迎御地下ル ftJiIliELり 26(⊃ (⊃ (⊃∠14 1880/9/22 跡見玉枝 23t.:肪 (勝女) 煎宗 tfi)]派 谷月IrlLlfl ≠ 18581943 火京 卜ji

,:J東鍵屋lrrT通凹粂 トル 八文字町 布留 加東府榊rHIxIろ;i射1lTt6邪.地 38 ○ △ ○45 1880/9/22 長谷JELj:.純 L8名:仙柵 通称 :誰.一郎 -ik宗 川粂派

汁)川.十叶文 18631921 山都 上3ii'区 (中li(Ex二)堺町ji白二条上ル 大阪材木llけ 40 △ (⊃ ○46 探l;耶…l二城 20rStfl:政孝 i{.:千第(土笛

)求)i-.: 川粂派 り文 l86)l947滋Tl'(脈所)下京lxI(llr京区)蛸鵜川iFi過JM.JLl東大 raLjiJJrl 39 △ ○ ○47 1880/9/22 山本桃芥 47老I:ii通称 :fl.辛 :仰鑑安之丞 rik宗 rLTHLJ

派 チ;I,.:承缶亭谷 18341890 );,.-tiT;(人案) Fji.:l基二(火山区)三条適北嘘白川横束人二JLEl)jiはSIJ':Elrr 寄fl)I 京都府滋野郡火炎村 43 △ ○ ○48 1880/9/22 依IIEl友11 J13才l:雌多 摘!,右..: ll■l二入門 旧能柑虹人 1838189̀l兵船 (出石)T了;1'lX:(恥.LL区)林下IIr)~茨目,阻院山内天利1朴lノミ】帯留 兵碓リ川_

I.Tf川川ll石松ケ牧HT72番地 37 △ ○49 1880/9/22 E7f'..1本,3rt彦 58華.iI'-:澄 通称:■鵬:

士朗 (十朗) 北京 才一)=野派 岡本Jt2彦 18231883 変知 (半日≡り ? 41 ○50 1880/9/22 4':J:F]'.龍川 '?千 :季信 北京

才:)I-野.iJF( 鶴沢接触 ウ ? 京都 ? 1883/03/28日什辞退 36 ▲5ユ 岸 九 3671 北宗 jJlI.-派 岸 lII:I!_.竹.3.7:】8∠151921 古川 ; J-.ラ;LTx-_(Jll京区)I.r

._i,I/)､抑過御池上Jレ 寸lllLlu- 42 △ △ ○52 LLlrF.=J主法 LI6 弟字:+礼熊彦 北宗 鈴木派 18351881 広郷 (淀) ? 1881/10/09仙什辞退 35 ○痢号二5

3 西川村 ,I.l 17名 太郎 北宗 塩川派 草野雌桝 18651929 茄都 ? △ (⊃54 1881/06/09

河辺準挙 38名 :畔彦 通称 :秀太郎 束宗 IJ:JILJ派 河土狩狩中ノト辺享任､野7野ー林I旺l●郎′光iI永17秀作心∵梅ti這lJllせ 184419

28 i;(都 上);(Lx._(I

lリi(区)小川過下立売下ル ^肺川J~ 45 ○ ○ (⊃55 JL=Ti.純水 20名 :鵬次 北宗 岸派 岸竹,I 1862 ～̀ liLr都 上方ilxJ (Lf-rli.:区)柳鵬助jd二条下ル 二.);杵

院町 Ll6 △ (⊃56 児島蔵六 7令 :清文 束宗 T】】ー上位派 金妃'il-:'雌 ? ? Foil.-:(加古川)卜血区 (中京区)抑小畑通御幸町子封人 橋町 祷I-JJlI 兵庫LL.i.印南L7粥国包柑 50 △

○些生土佐光57 1881/09/03 掛Tl雅術 73,-{:子秀 過称 :彦之進守 :桃怨t piに宗 llJ山派 I詩lⅠ】Hl̀LLEl,那し 】80

8188l li,,'判; i-.);i.f耳 (lLll京区)器座通二灸上ル 大l馴"J ○ ○58 杉原竹 ∠19 南宗 ? ? 1833

1882 兵雄 兵経机59 永井香 38令:析調 字:火琴 雨読 lil.掠 派 村仕t番谷秋尾弥山 1844 ワ 舟都 下京lヌ二(末日[区)大4-日大路辿凹粂下)t'三一一日 博多EFrr32禰‥地 4

9 △ ○ ○60 l881/09/03 吉IIl排芸 38通称ニ源之助 南宗 直入門 lIl縫付向人相漸秋水 1844 ? 武郎 ｣二川5(:(ll='rji〔区)帆L.!:iJ妨

過御池下JL, ノ叫,糾T 48 ∵＼△61 l]:lL=f=一一三'Llf. ー8 北宗 鈴木派 久伽m米継 1864192∠1 ラ;(那 下ブ;i-l刈叫粂過nA洞院ik人 立先西町 △ (⊃ ○

62 州 綿 58′ア 在周 北宗 lli(派 #..IK号 1824 ラ ? L京区 (Jll京区)竹肘町過烏丸束人 柄水町 47 △○

63



67 衣 王苑 46/i.:常太郎 南宗 ll'[:人lrlJ u;帽巨村Tl■l:人 1837 ウ 大阪 (iTlJl口)大'.坂府淡lil=7,TTS仁和lLJ':-村88祁‥地

57 △ ○68 名 ( 49 南宗 ?

? 1834 ? 愛媛 ? 5269 平尾竹芯 27iIIを:詳怒 LF:明卿通称 :織之助 南,rJf,: 虹入門 巨柑恥入ll文麟 18561939 兵姉 (篠山)上料 L+i.i'-LIITl)-通丸太町｣二ルL

J_rヒl 東燃木JILJ~lFLl能人方 兵IJl.;il.1-節‥什ー河原町 55 △ ○70 45令 :挙邦 南宗 山人門 1838 ? 9 卜 IxI新烏丸適丸大l"r ィ.;.-I..JT川T

58 △ ∠ゝ ○･秋水71 久 l (i7 南宗

? ラ 1816 ? J 】 ? 5172 武FE ? 名 :糸 (糸丁.) 東宗 _qiJ=)派 望月玉虫 ? ウ ? 60

○73 田中有美 44名 :茂- 東宗 JLqlⅠ偽 21!B 18391933 京都 上5;ち.L*.御ーllfl適今/1日目上ル J:さ店前町 布留 東京府麹町

E賀町-Tu地 i.加E# 62 ○ ○ ○ ○74 gモ四二に丈p 38名 :街 通称 :_-:郎 北宗 ll川l派 [㌫峯 1845 L? 京 i 下5;

iAlZf.lL:,I)-適五条｣:.ルーーJ~ rh屋町 61 △ △ ○75 中西松才 5】名:排tfT 別lEJ-:/I(泉 耐 宗 柵',音1:派 吋排1J' 1832 ? ー†フ1' _L);rlLlif

.(Il京区)教材"[通二条下ル 尾J]13JlrJ~ 6∠l ○ △ (⊃76 山lコ五水 ∠l6令 :元迫 南;i-: 村方.:派 村山イ耶丁 18:37 ? 滋i'[](長iT(.)下了lL-1〉く二木Ju

t;町適松原J._JL, 鬼淡)=S.llrT a-I-1L!f 蔽-JiJi'Ll;I.-W洲郡守山村 65 △ (⊃○77 森lIL.3桜ik ? fl:声 字 :イ】~J!.I通称 :伊平 南京 南宗派 邑対日r ? ?

奈良 (桜井)i-.茄は (申liiJl亘)I.,:7..L/1､路地御池上ル 守J吊町 !.守竹 大阪伯 (奈良Ll.lJ十了柑1;桜井村 66 △ ○78 森 春.r=

L;- 47字I:政 北芽; i'1土派 岸連山的水ヨ-三川 【836 ? 市川 (金沢)上ラ;J:J< (中京区)I..:i.I/J､路地御池上ル 守‥‥tlJ-'iLf:留 石川Lfll<金沢LJlJ:衣町29滴.地 67 ○ ○ ○79 [耶}文友 60

γ,:定胤 東7j=; 川粂派 J■i1.文 182:31900 lirt;li ラ;.:ポi府,,Bl'芽 71;拭N.illl;州◆ 68 _i ｢ヽ80 山L+]秋帆 51
Yー:蒐作 南宗 ~川鮎盟 (ニト.Tl:l)~̀排石 18321892 日日l(山l二Ⅰ) I._);布Jt-Li-lx:(ff 京区)l'rり 町適抑小路下ル 高

=lJllJ lJlFlLF.=け1:倣LIrEillrILL'.仕辞iB 69 △ △′′､81 竹村朝一E

Ill 19Y.:保次 (I-1と治) 東京 川粂派 一光Jli_i:..'.r.-LYI.).a-rElー 1865 ? }祁l; 仁);日耳聯川越竹矧町トル 下助川l町 休分利LJJJ 77 △ (⊃82

石原 √l 7∠l名 :赤 字 :Tl,:柿 南宗 一幸は 派 1滋i翁 1810 ワ ′】ヽ ; J:)i_JJnl迎高辻 いレ 7l.:水l町16備FI' 75 ○ ._ユ △83

85YJこ良信 Z-fJ'宗 ー+i',;:;派 峰J1%L.Tb= 17991887 苅 府紀伊邦Wr仲村 74 △8∠l 菊池yj:文 22名 :常次郎 ト̀
広紀 ｣ヒ宗 塩川派 滋野車型T,I);=T.樵 18621918 人阪 (大阪) ド杏 lxI(rFl京区)):..HLjiB蛸非帥下ル 手洗水ElrT 大阪lfT-南l亘専横通三 ｣

±己 71 ◎◎85 草glJ'.拙:芸. 20令 :寿太郎 北京 鈴木派 鈴木セ鈴木l′ 1864 ? 舟榔 ｣二7;てIメ二(rLr琉区)堺町

姐御地下ル 丸木材木Flrr 上京区火洞押中州 し.ルIITT(J-.29) 過之 76 △ .二ゝ86 綻jJ-水洗松 2】名 :昌造 北',茸.: ):H川派 草野械ii/i 18631913 岐i-Il..(大垣)上了ii-[去 (lIF京区)御地j血L.詩九加入

仰保利lrrr 滞留 岐阜県tRJ-八郷l開村 73 △ ○87 竹内栖鳳 20辛.:恒吉 初リー:傾城 北!,3-; 塩川派 土Ell英幸野楳 18641942 京都 上京rメ二(rlT京区)御地jiB油′ト路西入南側 麻ノ木llり

72 △ ○88 藤村 山=k12 18γl:私書 北諒.: 鈴木派 久保肘 こーlLi 1866 ? 京 ) 下ラ;てL*r(L1京区)求i

rJ院適抑小路上Jレ 元竹lrlEErJ 70 △ ､＼89 榊原文騨_60
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9∠暮 JnZE 仙齢 20名 :締心 耳 :1-i;.i辿称 :Tl二郎 北宗 鈴木派 鈴木l'l-iE7- 186∠一)929 i;iA郎 xI(小);ぐEx:)竹h川r辿.l:,HL火人 .i-I;-水

町 82 ○95 I'.■:;松小箱 *14 42γ.:本元 南京 直人門 Illi1ttl木立･1-1Lll:A′̀州 l842 9 1{野 (li財) i;.Irll (火‖日東)lII~門前辿大利大柿山人⊥ J一日I.b'.'l'

.ll l{M.Ll.日,.水l̂JL糾A-.梅村 84 ▲ △96

西駄文梅 *】5 ラ 府宗 ? ? ラ ウ ? ■～ 8697 渡辺芝谷 56令 :太沖 南京 直人IIJ lll･;1枚yJ:

府l縫付巾二人 18281899grit_i(I.‖町)qriilLl.川lJ.tJ.fl川;卜川lIT 85 ▲98 1884/08/01

木下焚瑞 49名 :並櫛 東宗 lllllliJF( rt浩ltl 1836 ? 人阪 (人阪)入校JI.fllLi成川;付根A!,f村 ▲99 1881/08/01 疋m故殺 3-I 西宗 ? 械LIJ俊:.伽 18511914 I
;榔 :);,メ (申);亡lぢ二)蛸灘帥jq.L.L..I/J､mEILlJ人 油hI.町 90100 1884/08/Ol 松井右金吾 ラ 西宗 ? I? ●′ ? ?

1011884/08/01 香川方図 4.5早 :I肘f:守 北宗 Iuf.派 IL-I三.117 18-10 ? ラ六.郁 lJ二lJ一十十ヅ I叫洞院辿卜tiL:JilJh-人 西人跡Ul15肺J,'太郎ノノ 87 △102
ー884/08/01 根本雪峨 57早 :蛸コ茄 ｣ヒ宗 狩野派 -帆野必一言 )8281901,I:.5取 (一l:.さ収) l..YrJl (申l;亡

lx:)'','ffl辿人'.L1.,-四人 .:粂人't.,I.,'EEIT'jf)-:fW ):古根リJ.-Ll美肌J:さ収西町 116禰=地 89 ○lO3 188-I/08/01

藤掛L過 23Fl 助rt汚 ｣ヒ宗 岸派 Jl竹 1862 ウ };郡 _/J 川')J',.1*_)等座適竹hi町 ヒル 析lii町 88 △LO-I1884/08/12 藤井 洲 22Yl 栄太郎 ili宗 望月派 ) 三Lと 1863 ? i;桃 ･_i;. 川■l;,.lxI)姉小路過.E:_;}LElq-入 神本町 91

△1051884/08/12 垣内':];咲 ilo才( 敬 北宗 也)I派 上'.ll文麟 】8451919 岐lil

-(ll:.Nl) ll 入りJ',LHil..I:川‖町180胡=地 92 ● ▲106 1884/08/30 山LH松疾 19γ. 題

成 通称 :光).<郎 北京 鈴木JF( 鈴木松咋 1866 ? 愛知(辛.lll'hf.) '.}JE (lllll(l*_)御､lrIMr姐御池JlJ 93107 三絵幸之助 ? flLt'宗 小山"J 小山 -二道 ? ]891 i;(桃 -.i;.メlEl町迎jL大町 卜)i,披kL_EEEr 94

Ⅰ08 池E=日f1::帆 24辛.:政l‖1字:負J三通称 :勝次郎 南宗 諦JLr宗派 地目'L:俳 18631931 二.Tri川で) ■～ 95】09
内海書生 ∠lO令 :JliE 通称 :)た六 南宗 南宗派 塩川文挟戚'i'i斎 18491925 揃JIL-(放JJl') Frl;J.'I*.(lErl;てlxI)軸'j滋(1lli辿l':.I;介

西人 l;i

ll!J-;Llrl 97*1 数えによる出仕に任命時の年齢｡*2 ,i己?,講や帥名から適切なものを選

択した｡*･3 .日r./EI.地をj
ii才t三の府県名で表した.･_I E"欣 13咋～ 17J'F時の京都におけるTEI代地 .挺数あるものは､

川.什1T:命時に近いものを採川したO他に拠点のあるものは怖々にそのIM-rを,iLlL､I.fH.JL!Iとして起した また);亡即の舐,綿,'川虫が不明のものは､拠点となる肘Vrを記したO住所表記は当時のものをL'チTriしたが､京附 こついては場所をJlll_附しやすくするため辿()Y,を帥ったものが

ある またjkイfJ.のIlj)-r衣..己と人きく)V･なるものは､月糊 がしやすいように-.ではを補った｡摂Pl!または出仕の退任日｡教L]を務めた満は.そのJ,y‖ぎりとL'il終職名-,r;i'都の).A;Hj三池以外の拠点となる住所地｡｢耐学校lh什人名簿｣の収録Ti'｡

1別行i5-6年同絵L皇l模写弔菜に参加した所家｡I刑的6年節2回太郎博覧会の輔上作延に参加した画家olJ叫l絵画)L;一巡会の.Lh,T7.画家｡◎は銚'Li-または銅ili'受JiiT者｡Oは褒状.空でi'満 △はIH"["I.lEfJl家 ｣を附す肴は,SF億il ●▲はl;..I;lS府外からのI

l'1.I"-●Pi10 7;I.1内庁三の丸(.i,'J栽館所蔵 ｢京都府両学校佼11両帖｣の揮生画家｡I JiHHtJテ山については.不r列な点が多いが､｢歯学佼広子Lt｣により粥対日化であることは帆aJ.できるCまた､Il'l二人が ｢rW,;-;lEIli';=箭'Lで私軸ノJ.lF｣のIi'で也に;-;の教fflJrfft二̀
'j'･1-{派を:iLlしていることから､何片;にこのノIIrriの専l汀J家が関わっていたことを示唆しているO明治初Iyjの京雛の写i'i.家であるJ汁mJT故は､拝所もたLなんでおり､岬は )2年･久仏と‖木幡らと ｢7LlHtbiJu蔓糾｣をl岸川Jl三して､すでに知己

のrlTJ柄である ここでは､舟uliJ川Iを､雅号を他州した舟Hl宥恕･と刊斬した｡*)2

億打払.1,A-の雅号については､菱仙のはかよ仙とするものがあり.両省のl対係は小明である ここでは州 q絵LEIE1-Jt-進会のIli.iによった'13 Llりほ,一瀧については､内凶絵耐)I;･進会の




